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しかし本稿では、「戦時体制下」の時期を最広義に取って、「アジア太平洋十五年戦争」の起点となった満州事変
勃発の一九一一二（昭和六）年からとしたい。本図書館史にとどまらぬ法政大学史全般、さらには曰本史一般の時
期
区
分
か
ら
し
て
も
、
そ
こ
が
大
き
な
画
期
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
広
義
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
争に突入するのである。
「戦時体制下」とは、何時からを指すか。狭義に取れば、’九一一一六（昭和十一）年の二・一一六事件後に成立した広
田弘毅内閣が、軍部の要求を容れて「庶政一新」・「広義国防」を掲げ、八月の五相会議で定めた「国策の基準」にも
とづいて、翌昭和十一一年度予算を「準戦時体制予算」と名づけて編成し始めたあたりからであろう。翌一九三七年、
広田内閣に代わった林銑十郎内閣も短期で倒壊、第一次近衛文麿内閣成立早々の七月七曰、盧溝橋事件が起こり、
事
態
は
た
ち
ま
ち
拡
大
し
て
中
国
と
の
全
面
戦
争
ｌ
宣
戦
布
告
の
な
い
ま
ま
の
ｌ
に
な
る
．
以
後
、
中
国
戦
線
の
拡
大
と
膠
着
・
長
期
化
に
と
も
な
っ
て
米
英
と
の
対
立
が
激
化
し
、
そ
の
局
面
打
開
と
南
方
の
資
源
獲
得
を
企
図
し
て
、
’
九
四
一
年
、
太
平
洋
戦
（
１
）
戦
時
体
制
へ
の
起
点
と
し
て
の
一
九
三
一
年
第
五
章
戦
時
体
制
下
の
図
書
館
、
リ
ベ
ラ
ル
な
法
政
「
黄
金
時
代
」
の
図
書
館
8７ 
Hosei University Repository
（２）松室致の死と法政「黄金時代」の終焉
’九三一年一一月十六曰、松室致学長が枢密院で選挙法をめぐる会議を終えて談笑中、突然脳溢血で倒れ急逝し
た。享年八十歳であった。一九一一一一（大正二）年以来、十八年間におよぶ松室致学長時代は、法政大学の歴史の
中
で
薩
唾
正
邦
主
幹
時
代
、
梅
謙
次
郎
総
理
時
代
の
あ
と
を
承
け
、
第
三
の
ピ
ー
ク
を
な
す
時
期
で
あ
っ
て
、
と
く
に
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
数
年
間
は
、
戦
前
期
法
政
の
黄
金
時
代
と
い
う
べ
き
も
の
を
形
づ
く
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
、
大
学
令
に
よ
る
財
団
法
人
法
政
大
学
の
認
可
が
下
り
、
そ
れ
ま
で
の
夜
学
で
全
教
員
講
師
制
の法律専門学校（ないしは、法律学を中心に政治学と経済学を付け加えた、単科大学的なあり方）から、法学部・経済
学部と専門部（旧来の専門学校的部門）および予科（官立の旧制高校に、あるいは、のちの新制大学の教養課程に、相当）
を
備
え
、
多
数
の
専
任
教
授
を
擁
し
た
、
昼
間
部
中
心
の
総
合
大
学
へ
と
脱
皮
す
る
中
で
の
展
開
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
二
二
（
大
正十二年には、従来の法学部に、文学科と哲学科が加えられ、「法文学部」と改称した（ただし、旧来の法律学科
と政治学科は「法学部」と通称され、文学科と哲学科は「文学部」と通称された）。大局的に見れば、明治のネーション・ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
期
の
、
高
等
教
育
に
国
家
機
構
の
担
い
手
養
成
が
求
め
ら
れ
た
時
代
か
ら
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
下
で
、
市
民
社
会
の
創
出
・
成
熟
の
た
め
の
人
材
養
成
が
求
め
ら
れ
る
時
代
へ
の
転
換
に
、
わ
が
法
政
も
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
変
化
は
当
然
、
図
書
館
の
収
蔵
書
の
内
容
に
も
反
映
し
、
従
来
の
法
律
学
の
専
門
書
（
洋
書
・
和
書
）
に
く
わ
え
て
、
経
済
学
・
文学・哲学の専門書（洋書・和漢書・洋雑誌・和雑誌）、さらに、市民としての教養を深めるための書が急増する。
ち
な
み
に
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
度
の
予
算
で
見
る
と
、
図
書
購
入
費
の
総
額
約
八
○
○
○
円
。
そ
れ
が
和
漢
書
・
洋
書
・
雑
代
が
終
わ
り
、
昭
和
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
に
入
る
転
換
点
が
、
’
九
三
一
年
の
柳
条
湖
事
件
で
あ
っ
た
。
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法
政
大
学
学
長
と
し
て
も
松
室
は
、
一
面
で
は
、
理
事
会
も
ろ
く
に
開
か
ず
、
独
断
で
事
を
進
め
る
と
い
う
場
面
も
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
他
面
で
は
、
予
科
お
よ
び
経
済
学
部
ち
い
で
「
文
学
部
こ
の
新
設
に
あ
た
っ
て
は
、
予
科
・
文
学
部
に
つ
い
て
は
野
上
豊
一郎に、経済学部については高木友三郎（口絵写真⑮）に、全面的に人事をゆだね、また、教授会の決定や、教員
個
々
人
の
学
問
・
思
想
内
容
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
容
曝
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
大
正
末
～
昭
和
初
年
の
法
政
大
学
に
は
、
多
く
の
リ
ベ
ラ
ル
で
個
性
的
な
人
材
が
蜻
集
し
、
一
種
独
特
の
自
由
な
雰
囲
気
の
教
授
室
を
つ
く
り
上
げ
て
い
た
と
は
、
当
時
を
知
る
者
の
異
口
同
音
に
語
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
（
３
）
予
科
・
文
学
部
お
よ
び
経
済
学
部
の
充
実
松室致は、司法省法学校を明治十七年に卒業（梅謙次郎と同期）した法律学士であった。司法省で判事・検事を
歴
任
し
た
の
ち
明
治
三
十
九
年
に
は
検
事
総
長
に
進
み
、
同
四
十
一
一
一
年
に
起
こ
っ
た
幸
徳
秋
水
ら
に
よ
る
大
逆
事
件
も
扱
っ
た
（
立
会
検
事
は
一
九
一
一
一
四
年
に
法
政
大
学
総
長
に
就
任
す
る
小
山
松
吉
）
。
し
か
し
な
が
ら
松
室
に
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
学
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
法
たという。（安藤良雄「私の学問遍歴１」『書窓』
法
政
大
学
学
長
と
し
て
も
松
室
は
、
一
面
で
は
、
仕
込
み
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
、
明
治
人
ら
し
い
剛
直
さ
と
結
び
つ
い
て
貫
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
’
九
二
八
年
、
田
中
義
一
内
閣
の
下
で
治
安
維
持
法
が
改
悪
さ
れ
、
死
刑
・
無
期
刑
が
追
加
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
松
室
は
枢
密
院
に
お
い
て
強
硬
に
反
対
意
見
を
主
張
し
つ
づ
け
、
そ
も
そ
も
思
想
的
・
政
治
的
な
確
信
犯
に
対
し
て
そ
の
思
想
の
み
で
実
刑
を
課
す
る
の
は
誤
っ
て
い
る
と
し
て
、
単
独
で
原
案
撤
回
の
動
議
を
提
出
し
た
。
そ
の
た
め
右
翼
が
目
白
の
自
宅
に
押
し
か
け
、
嫌
が
ら
せ
を
す
る
等
の
こ
と
が
あ
っ
誌に三等分されるとともに、Ｌ
一二○○円に配分されている。 法
学
部
七
○
○
円
、
経
済
学
部
一
一
○
○
○
円
、
文
学
部
二
五
○
○
円
、
予
科
一
六
○
○
円
、
｜
般
六
号
、-－
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せられた）。そこに、阿部勇、美濃部亮吉、南謹二ら、大内丘〈衛周辺の研究グループで、東大経済学部教授会のフ
ァ
ッ
シ
ョ
迎
合
的
主
流
派
（
士
方
・
本
位
田
・
田
辺
ら
）
か
ら
排
斥
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
た
ち
、
同
じ
く
、
（
大
内
系
統
で
は
な
か
っ
た
が
）
東
大
経
済
学
部
主
流
派
か
ら
の
被
排
斥
組
の
大
塚
久
雄
、
ま
た
、
小
野
武
夫
（
明
治
四
十
五
年
、
法
政
大
学
専
門
部
政
治
科
卒
）
な
ど
が
加
わ
っ
て
、
当
時
は
ま
だ
数
少
な
か
っ
た
官
私
大
経
済
学
部
と
し
て
は
有
数
の
、
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
な
陣
容
を
備
え
る
に
経
済
学
部
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
高
木
友
三
郎
が
創
部
当
初
、
錦
織
理
一
郎
、
木
村
増
太
郎
と
な
ら
ん
で
鴫
し
た
平
貞
蔵
を
い
わ
ば
突
破
口
に
し
て
、
友
岡
久
雄
、
小
林
照
次
、
山
村
喬
、
渡
邊
佐
平
、
岸
本
誠
二
郎
ら
、
こ
れ
も
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
生
ん
だ
日
本
最
初
の
学
生
運
動
団
体
で
あ
る
東
大
「
新
人
会
」
ｌ
と
り
わ
け
、
そ
の
中
の
「
学
究
派
」
が
つ
く
っ
た
雑
誌
『
社
会
思
想
』
同
人Ｉの流れを引くマルクス経済学の新鋭たちが入ってきて、中心部分を形づくった（ただし、右のうち小林照次は、
大
正
十
二
年
に
赴
任
し
た
が
、
彼
は
新
人
会
中
の
「
実
践
派
」
で
あ
っ
た
の
で
、
大
正
十
五
年
、
松
室
学
長
に
学
外
で
の
活
動
を
理
由
に
退
職
さ
予科・文学部では、安倍能成（新設当初の「文学部長」をつとめたが、大正十三年、京城帝大に転出）、森田米松（草平）、
内田栄造言間）、和辻哲郎（大正十三年、京都帝大に転出）、小宮豊隆（大正十二年、東北帝大に転出）らの、「漱石山
房
」
に
集
ま
っ
て
い
た
「
大
正
教
養
主
義
」
を
代
表
す
る
文
学
者
・
哲
学
者
た
ち
が
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
彼
ら
を
中
心
に
、
ま
も
な
く
豊
島
与
志
雄
、
新
城
和
一
、
田
部
重
治
、
小
山
龍
之
輔
、
片
山
敏
彦
、
関
口
存
男
な
ど
の
文
学
者
・
語
学
者
が
入
り
、
さ
ら
に
は
松
本潤一郎（社会学）、城戸幡太郎（心理学）、山内得立、林達夫、伊藤吉之助、矢崎美盛、河野与一（以上、哲学）
な
ど
が
加
わ
る
。
そ
し
て
昭
和
期
に
入
る
と
、
三
木
清
、
谷
川
徹
一
一
一
、
田
中
美
知
太
郎
、
戸
坂
潤
な
ど
、
京
大
哲
学
科
で
西
田
幾
多
郎
、
田
辺
元
、
波
多
野
精
一
ら
の
薫
陶
を
う
け
た
俊
秀
が
勢
揃
い
し
、
い
わ
ゆ
る
戦
前
期
法
政
の
「
黄
金
時
代
」
を
現
出
し
た
の
で
ある。
いたった。
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却された富士見町六丁目一六番地の旧校舎〔九段上校舎〕は、内田百間によると「豚小屋の法政大学」と愛称されたというが、
こ
う
し
た
教
授
陣
の
充
実
に
対
応
し
て
、
学
生
数
も
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
卒
業
生
数
で
見
る
と
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
和
仏
法
律
学
校
法
政
大
学
時
代
の
最
後
の
年
で
あ
る
大
正
十
一
年
が
、
大
学
部
三
八
名
、
専
門
部
一
五
六
名
の
計
一
九
六
名
で
あ
る
の
に
対
し、たとえばこの転換点である一九一一一一年の卒業生は、法学部一三九名、文学部六一名、経済学部一一五七名、専
門部第一部一四九名、同第二部一一一一九名の計九二五名である。在学生数でいえば、この数字の一一一ヵ年分に、予科
三
ヵ
年
分
が
加
わ
る
。
一
九
二
八
年
一
月
に
立
教
大
学
図
書
館
か
ら
本
学
図
書
館
に
問
合
せ
が
来
た
も
の
に
答
え
た
文
書
中
に
、
全
校
生
徒
数
を
「
約
七
千
人
」
と
し
て
い
る
。
専
門
学
校
令
時
代
に
比
べ
て
五
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
増
大
す
る
学
生
数
を
見
越
し
て
、
’
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
現
在
の
敷
地
（
当
時
の
地
番
で
は
、
麹
町
区
富
士
見
町
四
丁
目
一
三五○坪の敷地に立つ、木造一一階建、延坪四五○坪の建物であった。）一九一一一（大正十）年四月、木造モルタル’一一階建
の第一校舎（延坪六一一一坪）が竣工し、翌年一一月、それに連結して同じ様式の第一一校舎（延坪五七三坪）が完成し
た
。
つ
い
で
一
九
一
一
七
年
一
一
月
、
本
学
最
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
の
第
三
校
舎
（
講
堂
、
現
第
一
校
舎
）
が
落
成
し
、
さ
ら
気
は
、
大
正
教
養
主
義
『岩波茂雄への手紙」
昭
和
初
年
に
は
、
他
大
学
の
学
生
の
相
当
数
が
ひ
そ
か
に
法
政
の
教
室
に
ま
ぎ
れ
込
み
、
こ
れ
ら
の
経
済
学
部
の
講
義
や
三
木
清
ら
文
学
部
の
講
義
を
「
盗
聴
」
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
予
科
・
文
学
部
と
経
済
学
部
が
作
り
出
す
当
時
の
法
政
大
学
の
雰
囲
気
は
、
大
正
教
養
主
義
に
マ
ル
ク
ス
主
義
が
加
わ
っ
て
成
立
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
岩
波
文
化
」
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
（
参
照
、
一、一一一一番地）に一七○○坪を買い入れ、新校舎が建築された。（なお、一九二一一一年に大東文化協会大東文化学院に売
（
４
）
学
生
数
増
大
と
新
校
舎
建
築
〔岩波書店〕の飯田「解説」）。
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（
５
）
新
図
書
館
と
初
代
館
長
・
平
貞
蔵
その中で図書閲覧室は、大正十一年の段階では、第二校舎の中の三○余名を収容できる程度の小さな一室が与
えられたにすぎなかったが、建設計画中の第三校舎の中に、大講堂とならんで本格的図書館を設ける案が浮上し、
＊
 
大正十五年五月、経済学部教授平貞蔵が初代図室曰館長に任命されるとともに、全学を挙げて図書寄贈の運動が展
開
さ
れ
て
、
蔵
書
の
充
実
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
図
書
館
職
員
も
四
名
か
ら
八
名
に
増
員
さ
れ
て
、
新
図
書
館
建
設
に
備
え
た
。
か
く
て一九一一七年一一月に竣工した第三校舎三階には、総坪数一○五坪、閲覧者一六一一名を収容できる図書閲覧室が設
け
ら
れ
、
そ
の
傍
ら
に
総
坪
数
八
一
坪
、
約
十
万
冊
を
収
容
で
き
る
三
層
の
書
庫
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
あ
た
り
は
前
章
で
詳
し
く
述べられたところである。この時期が戦前期法政大学図書館のピークをなした時期であった。
竣工した。
に翌年四月には第四校舎（いわゆる六角校舎）が、’九三○年一一月には校友会館（新館）が、同じく鉄筋四階建で
一九三六年設立の「昭和研究会」の中心メンバーの一人となる。同会は近衛文暦のブレーン・トラストといわれ、「新
体制運動」の政策立案にあたったが、当時の「新官僚」や「革新」的な学者・政治家が、さまざまの思惑をもって関与
＊
平
貞
蔵
二
八
九
四
’
一
九
七
八
）
は
、
山
形
県
西
置
賜
郡
長
井
町
生
れ
。
大
正
初
年
に
法
政
大
学
予
科
か
ら
二
局
に
進
み
、
大
正
九
年
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
。
在
学
中
は
新
人
会
に
属
鰄し、東京月島の労働者街に住んで労働運動との接触につとめ、同十一年、社会思想想
平社の結成に加わり、『社会思想』の編集に当たった。無産政党との関係では、日本労農
党に近かった。同年、法政大学経済学部創設スタッフの一人となる。法政騒動によっ
て一九一一一三年九月に辞任して以後は、満鉄参事など歴任。
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平
貞
蔵
図
書
館
長
は
一
九
一
一
九
年
二
月
、
経
済
政
策
研
究
お
よ
び
図
書
館
事
務
調
査
の
た
め
、
英
・
仏
・
独
へ
留
学
す
る
こ
と
に
＊
 
なり、その留守の間、予科長の野上豊一郎が図書館長を兼任した。一九一一一一年十月、帰朝した平が図書館長に復
帰するが、’九三一一一年九月、平貞蔵は教授職とともに図書館長職を依願解嘱となる。これは、この年から翌年に
か
け
て
法
政
大
学
全
学
を
ゆ
る
が
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
法
政
騒
動
」
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
＊
野
上
豊
一
郎
（
一
八
八
三
’
一
九
五
○
）
（
口
絵
写
真
⑯
）
は
号
臼
川
、
大
分
県
北
海
部
郡
臼
杵
町
に
生
れ
る
。
臼
杵
中
学
、
｜
高
を
経
て
、
明
治
四
十
一
年
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
英
文
科
卒
。
同
四
十
二
年
以
来
、
法
政
大
学
講
師
。
大
正
九
年
、
大
学
令
に
よ
る
法
政
大
学
予
科
創設とともに教授。以後、予科長、学監、理事を兼任し、一九一一一一一一年十一一月、法政騒動によって休職、翌三四年十一一月、
退職。一九三九年、法文学部教授として復職。敗戦後は、一九四六年、理事、四七年、総長。在職中の五○年一一月、脳
敗
戦
後
は
、
総
理
府
科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
委
員
、
山
｝
経済史』『商業史概論』「満蒙移民問題」などがある。
平貞蔵図書館長は一九一一九年二月、経済政策研究
＊
 
り
、
そ
の
留
守
の
間
、
予
科
長
の
野
上
豊
一
郎
が
図
書
館
するが、’九三一一一年九月、平貞蔵は教授職ととも
第
一
高
等
学
校
在
学
中
か
ら
安
倍
能
成
、
小
宮
豊
隆
ら
と
と
も
に
夏
目
漱
石
に
師
事
し
て
小
説
を
書
い
た
ｌ
漱
石
が
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
を
書
い
た
直
後
二
吾
輩
も
猫
で
あ
る
」
を
ヨ
高
校
友
会
雑
誌
』
に
寄
せ
、
「
も
ね
こ
」
と
い
う
揮
名
を
奉
ら
れ
た
と
い
う
Ｉ
が
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
研
究
以
後
、
し
だ
い
に
演
劇
に
興
味
を
抱
き
、
ギ
リ
シ
ャ
古
典
劇
の
研
究
か
ら
、
や
が
て
能
楽
研
究
に
転
じ
た
。
法
政
騒
動
で
退
職
後
、
一
九
三
八
年
、
日
英
交
換
教
授
と
し
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
講
義
し
た
が
、
題
目
は
「
世
阿
弥
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
「
能
楽
全
書
』
六
巻
お
よ
び
『
註
解
謡
曲
全
集
』
六
巻
の
編
纂
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
能
楽
研
究
は
、
わ
が
国
の
能
楽
界
に
禅
益
す
る
と
溢血のため死去。享年六七。
し
た
。
三
木
清
も
「
東
亜
共
同
体
」
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。
ま
た
中
村
哲
も
同
会
の
た
め
に
、
軍
の
独
走
を
抑
え
る
た
め
の
「
最
高
国
防
会
議
」
案
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
飯
田
「
中
村
哲
先
生
の
略
歴
」
「
沖
縄
文
化
研
究
Ⅲ
」
参
照
）
。
一
九
三
八
年
、
平
は
昭
和
研
究
会
の
外
郭
団
体
と
し
て
「
昭
和
塾
」
を
創
設
、
常
任
理
事
と
な
っ
た
。
塾
の
講
義
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
大
陸
の
四
班
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
平
は
尾
崎
秀
美
と
と
も
に
大
陸
班
の
主
任
講
師
（
政
治
班
は
佐
々
弘
雄
と
蝋
山
政
道
、
経
済
班
は
笠
信
太
郎
、
文
化
班
は
三
木
清
）
。
同
塾
は
大
来
佐
武
郎
、
佐
伯
喜
一
、
武
田
隆
夫
、
並
木
正
吉
な
ど
、
多
く
の
経
済
人
や
学
者
を
育
て
た
。
敗
戦
後
は
、
総
理
府
科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
委
員
、
山
形
県
綜
合
開
発
審
議
会
長
、
第
一
経
済
大
学
学
長
な
ど
。
著
書
に
『
フ
ラ
ン
ス
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こ
の
騒
動
に
よ
っ
て
法
政
大
学
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
以
来
の
リ
ベ
ラ
ル
な
体
制
か
ら
、
ど
こ
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
竹
内
賀
久
治
体
制
に
象
徴
さ
れ
る
ご
と
き
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
迎
合
的
な
も
の
に
変
質
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
に
「
抵
抗
」
す
る
要
素
を
残
し
え
た
の
か
を
検
証
し
て
お
く
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
図
書
館
史
を
見
る
に
あ
た
っ
て
も
、
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
それによる。
ｌ
こ
の
法
政
騒
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
『
法
政
大
学
八
十
年
史
』
や
『
法
政
大
学
百
年
史
』
等
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
十
分
に
記
述
さ
れ
て
来
た
と
は
言
い
が
た
い
の
で
、
「
図
書
館
百
年
史
」
そ
の
も
の
か
ら
は
、
い
さ
さ
か
離
れ
て
迂
回
す
る
観
を
呈
す
る
け
れ
ど
も
、
以
下
に
お
い
て
、
現
在
ま
で
判
明
し
て
い
る
か
ぎ
り
の
経
緯
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
法
政
大
学
史
資
料
委
員
会
で
は
、
か
っ
て
「
法
政
大
学
史
資
料
集
』
の
第
十
二
集
と
第
十
三
集
に
「
法
政
騒
動
」
関
係
資
料
を
集
い
飯
田
に
よ
る
「
解
題
ｌ
騒
動
の
背
景
と
基
本
構
図
」
を
付
し
て
刊
行
し
た
こ
と
が
あ
る
（
’
八
八
九
年
一
一
一
月
お
よ
び
一
九
九
○
年
三
月
）
。
以
下
の
記
述
は
主
と
し
て
ころ大であり、また日本文化の海外紹介に貢献した。没後、法政大学は「野上記念能楽研究所」を設立した（初代所長、
井本健作）。著書に「能研究と発見」「能の再生」『世阿弥元清』「花伝書註解」「能面論考』など。翻訳に「お菊さん』（ピ
エール・ロティ）『春のめざめ」（ヴェデキント）などがある。夫人は同じ臼杵出身の作家、野上弥生子。
法政騒動との関わりは、「法政大学と僕の問題」（『法政大学史資料集第十三集』所収）、「学長の「経過報告」に対する解
嘱教授団の反駁書」（『法政大学史資料集第十二集』所収）、および「野上弥生子曰記抄」（『法政大学史資料集第十三集』
所収）など参照。
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定
的
と
な
る
。
そ
の
問
、
銀
行
の
取
付
け
騒
ぎ
や
産
業
「
合
理
化
」
、
企
業
合
同
、
操
業
短
縮
と
つ
づ
き
、
企
業
倒
産
と
失
業
者
増
大
の嵐が吹き荒れた。「大学は出たけれど」〈小津安二郎の映画〉の就職難と、東北農村で娘の「身売り」と出稼ぎに
よる家族離散が続出する農村不況の深刻化する、「昭和恐慌」の時代が到来したのであった。
「野上弥生子曰記」（「野上弥生子全集』第２期・第四巻）で見ると、松室が急死する前年、’九三○年の年末には
月
給
曰
に
給
料
が
支
払
え
な
く
て
、
暮
れ
も
押
し
つ
ま
っ
た
二
十
九
曰
に
や
っ
と
支
給
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
翌
年
二
月
の
松
室
急
逝
の
直
前
に
も
、
事
務
長
竹
内
義
一
が
栫
え
た
二
十
八
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
を
め
ぐ
っ
て
、
会
計
問
題
の
ゴ
タ
ゴ
タ
が
表
面
化
し
て
い
話は一九一一一一年二月の松室致学長の急逝の場面にもどる。昭和初頭の法政の黄金時代をもたらした「リベラル
な
独
裁
者
」
が
、
忽
然
と
し
て
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
後
に
は
二
百
万
円
に
の
ぼ
る
巨
額
の
借
財
が
残
さ
れ
て
い
た
。
松
室
時
代
の
急
速
な
「
発
展
」
が
遺
し
た
く
負
の
遺
産
〉
で
あ
っ
た
。
豪
胆
な
ワ
ン
マ
ン
経
営
者
の
も
と
で
「
放
漫
財
政
」
の
誇
り
を
も
意
に
介
せ
ず
敢
行
さ
れ
た
施
設
・
人
員
の
大
拡
充
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ツ
ケ
は
、
松
室
の
よ
う
な
カ
リ
ス
マ
性
を
持
た
ぬ
、
い
わ
ば
凡
庸
な
後
継
体
制
に
と
っ
て
は
、
と
ほ
う
も
な
く
重
い
も
の
と
し
て
残
さ
れ
た
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
支
え
て
い
た
も
の
は
、
じ
つ
は
第
一
次
大
戦
期
の
「
成
金
景
気
」
の
、
い
わ
ば
バ
ブ
ル
的
状
況
だ
っ
た
と
い
う
一
面
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
「
戦
後
不
況
」
か
ら
、
関
東
大
震
災
後
の
一
時
的
な
「
復
興
景
気
」
を
経
て
、
’九一一七年の「金融恐慌」につづき、「世界恐慌」（二九年）の荒波の追い撃ちを受けることで、バブル崩壊は決
（
１
）
松
室
死
後
に
残
さ
れ
た
巨
額
の
負
債
二、「法政騒動」と図書館
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か
て
て
加
え
て
、
松
室
・
野
上
体
制
が
集
め
た
リ
ベ
ラ
ル
な
大
正
教
養
派
世
代
ニ
ュ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
旗
手
た
ち
は
、
き
わ
め
て
「
教
育
熱
心
」
だ
っ
た
が
、
彼
ら
は
、
法
政
大
学
を
東
大
等
の
官
学
に
ピ
ケ
を
と
ら
ぬ
学
校
と
す
べ
く
、
と
き
に
は
予
科
の
語
学
ク
ラ
ス
の
三
分
の
一
を
落
第
さ
せ
る
な
ど
、
「
理
想
主
義
的
」
方
針
に
走
り
が
ち
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
少
数
の
、
実
力
に
お
い
て
官
学
出
に
充
分
伍
し
う
る
、
人
材
を
生
み
出
し
た
と
同
時
に
、
授
業
料
収
入
に
全
面
的
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
私
学
に
お
い
て
は
、
経
営
上
困
難
な
事
態
を
招
き
よ
せ
る
一
面
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
当
時
、
高
等
教
育
「
大
衆
化
」
の
ハ
シ
リ
が
見
え
は
じ
め
た
状
況
の
も
と
で
、
あ
え
て
私
学
を
選
ぶ
多
数
派
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
「
官
学
に
劣
ら
ぬ
実
力
」
よ
り
も
、
ま
が
り
な
り
に
も
大
学
卒
業
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
主
た
る
関
心
事
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
右
の
よ
う
な
財
政
事
情
悪
化
が
、
図
書
館
に
も
多
大
の
影
響
を
あ
た
え
た
。
年
間
図
書
館
予
算
で
見
る
と
、
第
三
校
舎に新図書館が完成した年にあたる一九一一七年度が突出していて、三万四千円弱であったのが、翌一一八年度から
一一一○年度までは、八千円弱に落ち込んでいる（さらに、一九一一一六～三九年は、五千円弱まで落ちる）。
者以外には買い手がつかず、負債はむしろ増大して、学校債を発一
銭
の
金
を
借
り
て
俸
給
の
支
払
い
に
あ
て
た
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
る（竹内は「新館」四階から飛び降り自殺を試みたが、未遂に終わったという）。しかしそれは、｜事務長の不手際とい
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
相
次
ぐ
校
舎
新
築
急
激
な
専
任
教
員
化
と
い
っ
た
大
学
の
大
拡
張
ｌ
と
い
う
よ
り
は
二
新
」
ｌ
に
と
も
な
う
、
負
債
の
累
積
の
結
果
で
あ
っ
た
。
松
室
学
長
は
そ
う
し
た
財
政
建
直
し
の
財
源
に
し
よ
う
と
し
て
、
諸
所
に
土
地
を
買
い
入
れ
た
り
し
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
も
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
状
況
で
は
、
不
良
資
産
に
よ
る
負
担
増
大
を
招
く
だ
け
だ
っ
た
。
北
軽
井
沢
の
浅
間
山
麓
に
広
大
な
敷
地
を
買
収
し
て
「
法
政
大
学
村
」
の
建
設
に
着
手
し
た
の
も
、
そ
の
一
環
だ
っ
た
が
、
そ
こ
は
北
軽
軽
便
鉄
道
一
本
し
か
な
く
交
通
不
便
の
う
え
に
、
寒
冷
地
だ
っ
た
か
ら
、
結
局
、
法
政
大
学
関
係
者
や
岩
波
（
文
化
）
関
係
者
以
外
に
は
買
い
手
が
つ
か
ず
、
負
債
は
む
し
ろ
増
大
し
て
、
学
校
債
を
発
行
し
て
急
場
を
し
の
い
だ
り
、
高
利
貸
か
ら
日
歩
五
十
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次
郎
が
法
政
大
学
学
長
に
就
任
す
る
と
い
う
新
聞
報
道
も
流
れ
た
が
、
【
＊
＊
 
現
に
い
た
ら
ず
、
結
局
、
秋
山
雅
之
介
が
学
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
た
。
に
『
古
風
庵
回
顧
録
」
が
あ
る
。
＊
＊
秋
山
雅
之
介
（
’
八
六
六
’
二
政
務
局
に
勤
務
、
翻
訳
官
、
一
房
＊若槻礼次郎（’八六五’’九四九）（口絵写真⑰）は、明治二十五年、帝国大学法科大学仏法科卒。梅謙次郎と同じ旧松
江藩士のフランス法後輩として、学生時代には梅家の書生をしたこともある。大学卒業後、大蔵省に入ったが、同時に
和仏法律学校で財政学の講師をつとめ、以後、本学の理事員、維持員を長くつとめた。戦後、竹内賀久冶失脚後の総長
候補に擬せられたこともあるが、’九四八年、高野岩一一一郎、美濃部達吉、安倍能成、大内兵衛とともに法政大学顧問に
（
２
）
秋
山
雅
之
介
学
長
事
務
取
扱
と
岡
村
玉
造
事
務
総
長
の
就
任
松室学長死去の直後に、富井政章に学長就任要請がなされたが、病気の故をもって辞退され、ついで、若槻礼
＊
 
郎
が
法
政
大
学
学
長
に
就
任
す
る
と
い
う
新
聞
報
道
も
流
れ
た
が
、
四
月
の
第
二
次
若
槻
内
閣
成
立
に
い
た
る
動
き
に
よ
っ
て
実
官
歴
と
し
て
は
、
愛
媛
県
収
税
局
長
、
大
蔵
省
主
税
局
長
、
大
蔵
次
官
を
経
て
、
大
正
元
年
、
桂
内
閣
の
蔵
相
と
な
り
、
立
憲
同
志
会
に
入る。同三年、大隈内閣の蔵相に再度就任。五年、加藤高明らと憲政会を結成し、副総裁に就任。同十三年、加藤内閣
の内相となり、普通選挙法を成立させる一方、治安維持法をも成立させた。同十五年、加藤の死後、憲政会総裁となり、
第
一
次
若
槻
内
閣
を
組
織
し
た
が
、
金
融
恐
慌
対
策
に
行
き
詰
ま
り
、
一
九
二
七
年
、
総
辞
職
。
三
○
年
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
に
首
席全権として出席。同年、浜口雄幸の後をうけて立憲民政党総裁となった。翌三一年、第二次若槻内閣を組織したが、
柳
条
湖
事
件
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
同
年
十
一
一
月
、
総
辞
職
。
三
四
年
、
立
憲
民
政
党
総
裁
を
辞
任
、
以
後
、
重
臣
の
位
置
に
あ
っ
た
。
戦
後
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
は
証
人
と
し
て
出
廷
し
た
。
晩
年
は
伊
東
市
別
邸
を
古
風
庵
と
称
し
、
詩
作
と
菜
園
作
り
に
い
そ
し
む
。
著
書
推戴された。
九三七）（口絵写真⑱）は、広島藩士族の生れ。明治二十一一一年、帝国大学法科大学卒。外務省
一等書記官等を経て、同一一一十年、外務省参事官。この年から和仏法律学校講師として国際法を
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贄削減を得たという。
＊
 
そして秋山学長事務取扱は、同じ一一一日判、財政問題打開のために、あらたに校友の岡村玉造を「事務総長」に起
用
し
た
。
当
時
の
法
政
大
学
財
政
の
混
乱
と
窮
乏
ぶ
り
は
「
秋
山
雅
之
介
伝
』
に
詳
し
い
が
、
岡
村
事
務
総
長
が
秋
山
学
長
を
補
佐
し
て
ま
ず
着
手
し
た
の
は
、
抜
本
的
な
財
政
整
理
の
断
行
と
い
う
荒
療
治
で
あ
っ
た
。
物
件
費
そ
の
他
を
大
削
減
す
る
と
と
も
に
、
教
授
団
の
猛
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
教
職
員
俸
給
額
の
一
律
、
二
割
削
減
を
実
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
額
八
万
円
以
上
の
経
秋
山
学
長
事
務
取
扱
は
、
翌
三
月
、
寄
付
行
為
改
正
を
維
持
員
会
に
は
か
っ
て
、
従
来
の
理
事
一
一
一
名
を
五
名
に
増
員
し
、
さ
ら
に
常任理事制を布いて、その権限を重くした。「松室専制」時代への反省にもとづいて、大学行政における合議制の
側
面
を
強
化
し
つ
つ
と
り
あ
え
ず
学
長
ポ
ス
ト
は
空
け
た
ま
ま
で
、
い
わ
ば
集
団
指
導
体
制
で
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
理
事
に
は
秋
山
雅
之
介
（
常
任
）
と
守
屋
此
助
（
老
校
友
）
の
留
任
の
ほ
か
、
横
山
寛
平
（
同
じ
く
老
校
友
）
と
野
上
豊
一郎が新たに就任した。監事には上畠益三郎（校友）・木村増太郎（経済学部教授）・今泉国太郎（校友）が、学監
側
面
を
強
化
し
つ
つ
と
り
あ
え
ず
学
長
ポ
ス
ト
は
空
け
た
チ
と
思
わ
れ
る
。
理
事
に
は
秋
山
雅
之
介
（
常
任
）
と
守
屋
此
助
一
郎
が
新
た
に
就
任
し
た
。
監
事
に
は
上
畠
益
三
郎
（
校
友
）
に
は
野
上
豊
一
郎
と
小
山
松
吉
（
大
審
院
検
事
）
が
就
任
し
た
一
の
ま
ま
、
翌
１
年五月、病」
な
ど
が
あ
る
。
担当。以後、翌三十一一年六月、教務主幹、同年十一一月、維持員、一一一十九年四月、学監、四十一一一年十月、監事、大正十一
その間、明治一一一十五年、外務省を免ぜられて、翌年、陸軍省参事官に任じ、法制局参事官を兼ね、三十九年、ジュネ
ー
ヴ
で
の
万
国
赤
十
字
条
約
改
正
会
議
に
帝
国
政
府
委
員
と
し
て
列
席
し
た
。
四
十
三
年
、
朝
鮮
総
督
府
参
事
官
を
兼
任
。
大
正
六
年
、
中
国
山
東
省
の
青
島
守
備
軍
民
政
長
官
と
な
っ
た
が
、
十
一
年
、
守
備
軍
撤
退
の
際
の
不
手
際
か
ら
責
任
を
問
わ
れ
、
重
謹
慎
二
十
日
の
服
罪
の
ま
ま
、
翌
十
二
年
、
青
島
を
引
き
上
げ
て
帰
国
し
た
。
こ
の
年
、
法
政
大
学
理
事
に
就
任
し
、
以
後
一
切
の
官
職
に
就
か
ず
、
’
九
三
四
年
五
月
、
病
気
で
学
長
・
理
事
を
辞
任
す
る
ま
で
、
法
政
大
学
の
経
営
に
専
念
し
た
。
著
書
に
「
国
際
公
法
〈
戦
時
〉
』
『
国
際
公
法
（
平
時
こ
年、理事と、｜貫して本学と関係してきた。
。
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「野上弥生子曰記」によると、一九一一一一年九月十二曰に、平貞蔵、友岡久雄、錦織理一郎の経済学部三教授が、
野上家を訪問している。そして弥生子の小説「子鬼の歌」（『中央公論』一九三五年一月号）によれば、このとき彼
ら
は
、
野
上
に
対
し
て
「
或
る
重
大
な
計
画
に
つ
い
て
協
力
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
学
長
の
死
後
、
総
務
部
長
〔
事
務
総
長
〕
と
云
ふ
重
々
し
い
職
名
で
、
庶
務
会
計
の
責
任
者
と
し
て
入
っ
て
来
た
古
い
校
友
の
遠
藤
〔
岡
村
〕
に
対
す
る
反
感
を
契
機
と
し
た
根
本
的
な
改
革
案
で
、
現
在
の
理
事
会
を
解
散
し
、
教
授
に
よ
っ
て
再
組
織
す
る
と
と
も
に
、
学
事
の
み
な
ら
ず
、
財
政
、
事
務
に
亙
る
全
行
政
を
自
由
に
し
よ
う
、
さ
う
し
て
氷
見
〔
野
上
〕
が
そ
れ
に
賛
同
し
て
一
臂
の
労
を
惜
し
ま
な
い
な
ら
ば
、
彼
ら
の
学
長
序幕の幕あけである。
（
３
）
平
貞
蔵
ら
の
学
校
改
革
運
動
Ｉ
ｌ
森
田
草
平
ら
の
野
上
豊
一
郎
排
斥
の
動
き
こういう状況の中から、「学校改革」の最初の動きが、平貞蔵ら経済学部教授会の中から出てくる。「法政騒動」
＊
岡
村
玉
造
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
六
年
発
行
の
「
法
政
大
学
校
友
名
鑑
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「本籍ハ鳥取県、明治元年八月一一十一一日一一生ル、明治一一一十一一一年和仏法律学校卒業、後鳥取県収税属、大蔵省専売局事務
官、庶務課長、後局長心得、専売局副参事一一歴任、官ヲ辞シ佐賀炭鉱取締役会長、甲子不動産、昭和証券各専務ヲ経テ
昭
和
六
年
法
政
大
学
事
務
総
長
、
常
務
理
事
ト
ナ
リ
昭
和
十
四
年
常
務
ヲ
辞
シ
、
現
在
一
一
至
ル
」
平
貞
蔵
な
ど
は
、
岡
村
の
こ
と
を
「
経
理
屋
で
帳
面
つ
け
だ
け
」
の
無
能
な
人
物
だ
っ
た
と
決
め
つ
け
て
い
る
（
「
法
政
大
学
八
十
年
史
」
資料・座談会、「法政騒動について」〔出席者亜平貞蔵・中野勝義・藤田栄・友岡久雄〕、『法政大学史資料集第十二集』所
収）。なお、この岡村の起用には、後に述べる校友の実力者、竹内賀久冶（国本社理事）の指しがねもあったといわれる。
「
野
上
弥
生
子
日
記
」
の
昭
和
九
年
二
月
十
一
一
日
の
項
に
よ
れ
ば
、
太
田
悌
蔵
が
竹
内
に
、
岡
村
を
引
か
せ
た
ら
ど
う
だ
と
い
う
提
案
を
し
た
の
に
対
し
、
竹
内
は
「
お
れ
が
推
薦
し
た
も
の
を
や
め
さ
せ
ら
れ
る
か
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
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そ
し
て
一
九
三
一
一
年
十
月
ご
ろ
か
ら
、
経
済
学
部
で
問
題
が
再
燃
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
予
科
や
文
学
部
に
お
け
る
「
反
野
上
熱」と連動し始める（「井本健作自省録抄」『法政大学史資料集第十三集』。「独裁者」松室学長の絶大な信任のもとで
人
事
を
中
心
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
た
野
上
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
庇
護
者
が
い
な
く
な
っ
て
み
る
と
、
財
政
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
懸
案
解
決
に
辣
腕
を
振
う
だ
け
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
彼
に
は
な
く
、
ま
し
て
や
松
室
に
代
わ
り
う
る
よ
う
な
カ
リ
ス
マ
性
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
他
の
理
事
や
各
学
部
の
長
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
が
、
同
列
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
野
上
を
意
識
す
る
中
で
、
野
上
が
予
科
長
に
加
え
て
理
事
と
学
監
を
兼
ね
て
い
る
と
い
う
事
態
が
、
「
官
僚
的
」
な
「
独
裁
横
暴
」
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
他
の
理
事
や
各
学
部
の
臣
し
て
野
上
を
意
識
す
る
中
で
、
野
上
が
予
科
長
に
加
え
て
理
事
レ
だ
と
し
て
、
諸
方
面
か
ら
反
発
を
買
う
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
経
済
学
部
に
生
じ
た
動
き
に
は
、
前
掲
の
平
・
中
野
・
藤
田
・
友
岡
に
よ
る
座
談
会
「
法
政
騒
動
に
つ
い
て
」
に
し
た
が
え
ば
、
も
う
少
し
広
が
り
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
当
初
は
、
当
時
の
経
済
学
部
長
だ
っ
た
木
村
増
太
郎
が
実
業
界
の
経
験
も
あ
り
、
財
政
能
力
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
彼
を
「
そ
の
曰
ぐ
ら
し
の
や
り
く
り
」
し
か
で
き
な
い
岡
村
玉
造
に
代
え
て
、
理
事
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
だ
っ
た
（
友
岡
発
言
）
。
ま
た
、
平
貞
蔵
の
理
事
総
入
替
え
と
い
う
改
革
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
巨
額
の
債
務
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
「
幹
部
を
全
部
ひ
か
せ
て
債
権
者
に
お
わ
び
を
し
、
新
し
い
幹
部
に
学
校
の
再
建
を
任
せ
る
他
は
な
い
」
と
い
う
ところにあったという（平発一一一一巳。
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
し
て
推
戴
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
ｌ
｜
言
に
し
て
云
へ
ぱ
、
む
か
し
の
新
人
会
時
代
の
夢
ら
し
い
学
校
〔
改
革
案
］
：
：
：
であった。」
井本「自省録」によれば、十月十九日の評議会（各学部・部局の幹部の連絡機関として、秋山学長事務取扱が就任後に
こ
の
提
案
に
野
上
が
乗
ら
な
か
っ
た
の
で
、
平
た
ち
の
こ
の
「
改
革
」
運
動
は
、
や
が
て
森
田
草
平
ら
の
野
上
排
斥
運
動
に
合
流
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本の一一一名が、野上に辞職勧告をすることになった。しかし翌々日の三名との会見で、野上は、校友出身理事の岡
村
を
抑
え
ら
れ
る
の
は
、
松
室
時
代
以
来
の
経
験
を
も
つ
自
分
し
か
な
い
、
と
力
説
し
て
勧
告
を
拒
絶
し
た
。
＊森田草平二八八一’一九四七）（口絵写真⑲）は本名米松、岐阜県稲葉郡鶯山村の地主の長男に生れる。日本中学を経
て、明治三十一一年、四高に入学したが、従姉の森田つれがあとを追ってきて同棲、それを彼女の父が校長に訴え、退学
と
な
る
。
翌
年
、
二
局
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
南
ア
フ
リ
カ
で
ボ
ー
ア
人
た
ち
が
大
英
帝
国
に
対
し
て
起
し
た
独
立
戦
争
に
共
鳴
し
、
大
統
領
ク
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
軍
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
、
し
ば
ら
く
入
学
手
続
を
取
ら
な
い
で
い
た
が
、
本
郷
根
津
の
下
宿
で
知
っ
た
河井酔茗の諌止にあい断念した。二局在学中には、ドーデの「サッポー」に影響されて書いた「仮寝姿」が、「文芸倶楽
部
」
の
一
等
に
入
選
し
た
。
三
十
九
年
東
大
英
文
科
を
卒
業
す
る
ま
で
に
、
与
謝
野
鉄
幹
夫
妻
、
馬
場
孤
蝶
、
上
田
敏
ら
の
知
遇
を
受
け
、
また『芸苑』の創刊に同人として参加。さらに三十八年、大学の先生でもある夏目漱石の門をたずね、「木曜会」に出席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
卒
業
後
、
天
台
宗
中
学
の
英
語
教
師
と
な
っ
た
が
、
学
期
試
験
の
日
を
忘
れ
て
出
校
せ
ず
、
免
職
と
な
る
。
そ
の
こ
ろ
与
謝
野
晶
子
が
開
設
し
た
閨
秀
文
学
講
座
の
講
師
と
な
り
、
聴
講
生
の
平
塚
ら
い
て
う
を
知
り
、
四
十
一
年
三
月
、
ら
い
て
う
と塩原の尾花峠に情死行をくわだてたが、追っ手にとらえられた。この事件がスキャンダルとして騒がれ、社会的に葬
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
、
漱
石
の
は
か
ら
い
で
救
わ
れ
、
「
東
京
朝
日
新
聞
』
に
事
件
に
取
材
し
た
「
煤
煙
」
を
連
載
。
恋
し
な
が
ら
自
我
を
失
う
ま
い
と
す
る
新
し
い
女
の
悩
み
と
、
若
い
情
熱
と
頽
廃
と
に
分
裂
し
た
青
年
の
苦
悩
を
描
い
て
、
こ
れ
が
出
世
作
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
漱
石
を
助
け
て
小
宮
豊
隆
ら
と
「
朝
日
』
の
文
芸
欄
担
当
と
な
り
、
自
然
主
義
に
対
抗
し
た
。
つ
い
で
、
情
死
行
か
ら
事
件
の
結
末
ま
で
を
描
い
た
長
編
「
自
叙
伝
」
、
短
編
「
初
恋
」
そ
の
他
の
創
作
や
戯
曲
を
発
表
、
さ
ら
に
翻
訳
に
手
を
そ
め
て
、
イ
ブ
セ
ン
の
「
野
鴨
」
、
ダ
ヌ
ン
ッ
ィ
オ
の
「
快
楽
児
」
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
悪
霊
」
、
ゴ
ー
ゴ
リ
の
「
死
せ
る
魂
」
な
ど
、
以
後
十
数
年
間
に
わ
た
っ
て
一
万
枚
設
置
し
た
も
の
）
に
お
い
て
、
木
村
増
太
郎
を
理
事
ポ
ス
ト
に
つ
け
る
た
め
、
野
上
は
自
発
的
に
理
事
を
降
り
る
べ
き
だ
と
い
う
提
案
＊
 
を
森
田
草
平
が
し
、
平
貞
蔵
、
田
部
重
治
、
小
山
龍
之
輔
以
下
、
多
数
が
賛
同
し
て
、
森
田
と
細
川
（
潤
一
郎
、
法
学
部
教
授
）
と
井
を
超
え
る
分
量
の
翻
訳
に
あ
た
っ
た
。
大
正
九
年
、
大
学
令
に
よ
る
法
政
大
学
予
科
創
設
に
、
野
上
豊
一
郎
の
引
き
で
、
教
授
と
し
て
加
わ
る
。
法
政
騒
動
と
の
関
わ
り
は
、
『
法
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（
４
）
関
口
存
男
の
内
田
百
間
排
斥
Ｉ
Ｉ
藤
田
栄
ら
の
「
無
能
教
授
追
放
」
運
動
昭和八年一一一月にいたって、法政騒動劇の第三の局面が顕在化する。田中美知太郎が当時の曰記をもとにして「時
代と私』でリアルに再現しているような（「学校騒動」、『法政大学史資料集第十三集』所収）、また、大宅壮一主宰の
『人物評論』（昭和八年十二月号）に大村八郎なる人物が、徹底的にゴシップ仕立てで書いているような（「爆発の
＊
＊
 
危機迫る法政大学お家騒動の真相」、「法政大学史資料集第十一一集』所収）、関口存男と内田百間との、文学部独文科お
よび予科独逸語科における確執を媒介として噴き出した、森田派と野上派の全面対立である。（なお、「大村八郎」
ま
た
同
じ
頃
、
予
科
で
は
名
原
広
三
郎
ら
の
提
唱
に
よ
っ
て
「
予
科
常
置
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
「予科教授会」を正式に作る動きが本格化して、十一月十六曰には、「予科教授会規程」が評議会を通過した。こ
の
動
き
は
、
従
来
、
教
授
会
自
治
の
慣
行
ら
し
い
も
の
が
出
来
て
い
た
の
は
経
済
学
部
の
み
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
予
科
の
場
合
は
教
員
数
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
質
的
に
野
上
予
科
長
「
専
制
」
と
も
い
え
る
常
態
で
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
、
名
原
らの反発に起因するものであった。（しかしこれも、野上派の予科教授団の巻き返しにあい、翌人年九月には、名原の森
田
と
結
託
し
た
野
上
排
斥
の
露
骨
な
動
き
が
、
「
教
授
会
の
統
制
を
素
ろ
」
と
さ
れ
て
、
名
原
自
身
が
予
科
常
置
委
員
会
で
解
職
を
決
議
さ
れ
る
こ
とになる。）
政大学史資料集第十三集』所収の「私の関与した事実だけを」「法政騒動の張本人は誰か」「戸坂潤君に与ふ」「森田草平
日記抄」など参照。また、内田百間との関わりは、百間の「大人片伝」「実説艸平記」「間抜けの実在に関する文献」
など参照。中年以後は、「吉良家の人々」「細川ガラシャ夫人」などの歴史小説に新境地をひらく。戦後、日本共産党に
入党して話題をまいた。
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な
っ
て
、
の
ち
に
太
田
が
森
田
派
の
校
友
、
田
村
太
郎
〔
大
正
十
年
卒
。
日
露
戦
争
直
前
に
参
謀
本
部
次
長
と
し
て
辣
腕
を
振
る
い
「
今
信
玄
」
と
一一一一口われた田村怡与造の子。大正デモクラシー期の学生運動団体、法政大学「扶信会」の主要メンバーだった。’九六六～七
五
年
、
法
政
大
学
監
事
〕
に
殴
打
の
暴
行
を
受
け
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
る
。
）
は
、
同
年
十
一
月
二
十
六
日
の
「
都
新
聞
」
の
記
事
に
よ
っ
て
予
科
教
授
、
太
田
悌
蔵
の
。
ヘ
ン
ネ
ー
ム
だ
と
暴
露
さ
れ
、
そ
れ
が
一
つ
の
理
由
と
つ
ぎ
お
＊関口存男（一八九四’’九五八）（口絵写真⑳）は、兵庫県姫路に陸軍主計大尉の子し」して生れ、陸軍幼年学校を経て、
大
正
四
年
、
陸
軍
士
官
学
校
卒
。
病
の
た
め
、
陸
軍
歩
兵
少
尉
で
休
職
（
の
ち
予
備
役
）
、
同
五
年
、
上
智
大
学
に
入
学
し
、
人
年
の
卒
業
ま
で
の
間
、
同
時
に
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
に
学
び
、
同
七
年
に
は
同
校
で
フ
ラ
ン
ス
語
と
ラ
テ
ン
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
間
、
新
劇
運
動にも参加、青山杉作らの踏路社などで活動するうち、同十一年、野上豊一郎に語学力を認められ、法政大学予科講師
（
一
九
二
八
年
か
ら
教
授
）
に
な
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
こ
ろ
築
地
小
劇
場
が
野
上
豊
一
郎
訳
の
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
「
春
の
目
覚
め
」
を
上
演
し
た
お
り
、
舞
台
稽
古
に
時
の
ド
イ
ツ
大
使
が
立
ち
会
っ
て
野
上
に
質
問
を
浴
び
せ
、
ド
イ
ツ
語
会
話
能
力
の
な
い
野
上
が
ヘ
ド
モ
ド
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
舞
台
裏
で
書
割
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
関
口
が
出
て
き
て
、
流
暢
に
通
訳
し
て
く
れ
た
と
い
う
機
縁
で
あ
っ
た
。
一九三一年、関口は「初級ドイツ語』（のちの「基礎ドイツ語』誌）を創刊、また「独文評論』『クルトゥーア」誌を
主宰刊行し、さらに翌年、「新ドイツ語文法教程』を世に送って、ドイツ語界に刷新の気をもたらし「関口文法」を著名に
す
る
．
主
著
は
『
冠
詞
ｌ
意
味
形
態
的
背
景
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
語
冠
詞
の
研
究
Ｉ
』
（
全
三
巻
）
で
ほ
か
に
『
独
作
文
教
程
』
『
ド
イ
ツ
語
学
講
話
」
「
接
続
法
の
詳
細
」
な
ど
。
翻
訳
者
と
し
て
も
、
グ
リ
ン
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
「
阿
呆
物
語
』
を
は
じ
め
、
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
、
ヘ
ッ
ベ
ル
の
戯
曲
、
ハ
イ
ネ
の
詩
な
ど
、
定
評
あ
る
名
訳
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
ほ
か
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
に
堪
能
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
マ
レ
ー
語
に
も
通
じ
て
い
た
。
一九一一一八年、当時東北大学にいた亡命哲学者カール・レーヴィットが、森田草平がその随筆のなかで言及したレーヴ
ィ
ッ
ト
の
言
動
に
つ
き
、
抗
議
の
書
簡
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
森
田
に
代
わ
っ
て
関
口
が
書
い
た
返
書
の
ド
イ
ツ
語
が
あ
ま
り
に
達
者
な
の
で
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
息
の
か
か
っ
た
ド
イ
ツ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
筆
に
な
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
、
気
味
悪
が
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
沢
柳
大
五
郎
「
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
事
件
」
、
「
世
界
」
’
九
五
○
年
五
月
号
）
。
一
九
四
四
年
、
法
政
大
学
教
授
を
辞
職
。
戦
後
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＊
＊
内
田
百
間
（
’
八
八
九
’
一
九
七
二
（
口
絵
写
真
⑪
）
は
、
本
名
、
栄
造
。
岡
山
古
京
町
の
造
り
酒
屋
の
一
人
っ
子
に
生
れ
る
。
県
立
岡
山中学、六高を経て、明治四十三年、東京帝国大学文科大学独文科に入学。中学時代以来、俳譜に親しむとともに夏目
漱
石
に
傾
倒
。
四
十
四
年
二
月
、
内
幸
町
の
長
与
胃
腸
病
院
に
入
院
中
の
漱
石
を
は
じ
め
て
訪
れ
、
以
後
漱
石
門
下
の
一
人
と
な
り
、
木
曜
会
で
小
宮
豊
隆
、
鈴
木
三
重
吉
、
森
田
草
平
、
野
上
豊
一
郎
ら
と
相
識
る
。
漱
石
の
か
た
わ
ら
で
は
そ
の
新
著
や
縮
刷
本
の
校
正
の
仕
事
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
。
大
正
三
年
、
東
京
帝
大
を
卒
業
（
卒
業
論
文
は
「
ヘ
ル
マ
ン
・
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
の
フ
ラ
ウ
・
ゾ
ル
ゲ
に
つ
い
て
」
）
。
在
学中に結婚したが、二男三女の五人の子が生れ、そこへ父の死（明治一一一十八年）以来傾いていた岡山の生家を引払って、
係
累
た
ち
を
東
京
の
借
家
に
引
取
っ
た
結
果
、
独
特
の
貧
乏
生
活
に
お
ち
い
り
、
高
利
貸
と
の
交
渉
が
繁
く
な
っ
て
、
｜
時
、
早
稲
田
の
砂
利
場
に
単
身
、
身
を
潜
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
大
正
五
年
以
後
、
陸
軍
士
官
学
校
、
海
軍
機
関
学
校
、
つ
い
で
大
正
九
年
か
ら
法
政
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
漱
石
没
後
に
企
て
ら
れ
た
「
漱
石
全
集
」
の
編
纂
に
は
、
森
田
草
平
ら
と
と
も
に
、
「
漱
石
文
法
」
を
つ
く
り
つ
つ
原
稿
整
理
、
作
家
活
動
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
Ｅ
・
Ｔ
．
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
等
の
翻
訳
の
合
間
を
縫
っ
て
、
漱
石
の
「
夢
十
夜
』
の
系
統
を
ひく怪奇味を帯びた幻想的小品が書き綴られ、『冥途」「旅順入城式」等の作品集にまとめられた。しかし昭和初年ごろ
か
ら
、
さ
り
げ
な
い
身
辺
の
日
常
や
、
幼
時
の
思
い
出
、
知
友
と
の
交
情
、
債
鬼
に
追
わ
れ
る
顛
末
な
ど
を
綴
っ
た
文
章
が
、
お
り
か
ら
『
文
芸春秋」が醸しはじめていた「随筆」ブームの機運に投じ、一九三一一一年十月に刊行された「百鬼園随筆」は文字通り洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
た
。
そ
の
平
易
な
文
章
の
裏
側
に
恐
る
べ
き
喚
笑
の
爆
弾
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
世
界
が
、
室
生
犀
星
を
し
て
「
天
下
無
敵
」
と
賛
嘆
せ
し
め
た
（
朝
日
新
聞
文
芸
欄
）
の
で
あ
る
。
百
間
の
貧
乏
と
借
金
生
活
を
め
ぐ
る
森
田
草
平
と
の
や
り
取
り
を
ユ
ー
モ
ラスに描いた「大人片伝」（原形は「中央公論』一九三一一年十一一月号掲載の「続のんびりした話」）を含むこの著作の成
功
に
よ
っ
て
、
法
政
騒
動
に
よ
る
連
快
辞
職
後
の
百
間
は
、
他
の
面
々
と
は
違
っ
て
大
学
に
復
職
す
る
こ
と
な
く
、
筆
一
本
で
生
活
し
て
ゆ
く
道
ｌ
そ
れ
は
百
間
考
案
の
種
々
の
「
錬
金
術
」
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
ｌ
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
た
．
校
正
の
仕
事
に
当
た
っ
た
。
業績』参照。
は慶應外国語学校等の講師をつとめつつ、独自のドイツ語文法学の完成に専念した。藤田栄ほか編『関口存男の生涯と
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宰）といった若手教員たち（いわゆるニリシーズ・グループ」）の行動も活発化する。むしろ彼らが、森田や関口を
動
か
し
て
「
学
校
改
革
」
の
広
汎
な
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
気
配
さ
え
見
ら
れ
る
。
藤田栄は前掲の平・中野・友岡との座談会（「法政騒動について」）の中で、「あの騒動を引き起した、僕がまあ直
接の首謀者ですから」と述べているが、彼は関口存男のもとでドイツ語を習得し、友岡久雄にも経済学を学び、
さ
ら
に
、
森
田
草
平
が
名
原
広
三
郎
、
村
山
英
太
郎
と
は
じ
め
た
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」
の
岩
波
文
庫
版
の
た
＊
 
このころから、藤田栄（’九一一一一一一年度より文学部独文科講師）、村山英太郎（一一一一一年度より専門部第一一部英語講師）、
真鍋五郎（二九年度より予科英語講師）、小野健人（関口存男の最初の書生で麻布学園中学教諭。雑誌「新英米文学』を主
すなわち、「無能教授の追放」をスローガンにしつつ、たとえば内田百間のような「不真面目」とも見える個性
的な授業を排して、もっと真面目な、若手の「実力」ある校友を教師として採用せよという「革新」の主張（そ
の実、｜種の就職運動）である。昭和恐慌が深刻化するなかで、前述のように「大学は出たけれど」という知識階
級
の
失
業
・
就
職
難
が
、
社
会
問
題
化
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
す
で
に
育
ち
つ
つ
あ
っ
た
優
秀
な
法
政
出
身
者
が
、
も
っ
と
母
校
の
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
声
ｌ
い
わ
ゆ
る
「
法
政
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
ｌ
が
、
野
上
の
「
帝
大
植
民
地
的
』
な
人
事
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
広
汎
に
巻
き
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
これは、その直前に森田草平の野上に対する強い申し入れで予科独逸語部の主任教授に任ぜられた関口存男が、
四月の新学期のカリキュラム編成にあたって、前主任教授内田百間のドイツ語持ち時間をすべて削るという爆弾
提
案
を
し
て
、
百
間
の
予
科
独
逸
語
部
か
ら
の
追
い
出
し
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
も
森
田
、
名
原
の
一
派
の
暗
躍
が
あ
っ
たと、井本「自省録」は記すが、この段階の新しい特徴として注目すべきは、法政出身の若い校友たちの動きが、
こ
の
と
き
の
関
口
の
行
動
の
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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め
の
翻
訳
を
助
け
る
研
究
会
を
、
小
野
健
人
ら
と
作
る
な
ど
し
て
お
り
、
三
一
一
一
年
一
月
、
森
田
の
強
引
な
推
挙
で
、
野
上
ら
の
反
対
を押し切って、文学部講師になっていた（四月一口発令）。その彼が、かねてより目をかけられ、さまざまな恩顧
を
う
け
て
い
た
野
上
に
反
逆
し
、
「
自
分
の
将
来
を
棒
に
ふ
っ
て
」
同
前
座
談
会
）
、
「
学
校
改
革
」
の
運
動
の
先
頭
に
立
つ
に
い
た
る
のである。
＊
藤
田
栄
（
’
九
○
一
’
九
二
）
（
口
絵
写
真
⑳
）
は
、
北
海
道
に
生
れ
、
幼
時
に
網
元
を
し
て
い
た
母
の
実
家
に
養
子
に
入
る
。
札
幌
師
範
、
北
海
学
園
中
学
、
小
樽
高
商
等
を
経
て
、
一
時
、
礼
文
島
で
代
用
教
員
を
つ
と
め
た
の
ち
、
上
京
。
早
稲
田
大
学
、
東
京
高
商
等
に
合
格
し
た
が
学
資
が
な
く
、
本
屋
か
ら
潜
水
夫
、
コ
ッ
ク
、
立
ち
ん
棒
、
土
方
な
ど
の
労
働
生
活
を
送
っ
た
の
ち
、
叔
父
の
家
に
寄
食
で
き
、
また授業料免除になれたので法政大学予科に大正十一一一年入学し、一九一一九年、文学部を卒業した。なお、在学中、三・
’
五
事
件
を
は
じ
め
何
度
か
検
挙
さ
れ
、
拷
問
を
受
け
た
活
動
歴
が
あ
っ
た
二
九
八
八
年
十
一
月
、
熊
本
市
内
の
病
院
に
入
院
中
の
藤
田
に
大
学
史
資
料
委
員
会
が
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
そ
の
拷
問
の
後
遺
症
で
、
膝
が
今
も
痛
む
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
）
。
ま
た
、
在
学
中
か
ら
野
上
夫
妻
に
眼
を
か
け
ら
れ
、
岩
波
書
店
か
ら
の
翻
訳
そ
の
他
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
を
斡
旋
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、
法
政
大
学
講
師
と
し
て
ド
イ
ツ
語
を
教
え
は
じ
め
た
こ
ろ
、
野
上
弥
生
子
が
長
男
素
一
の
ド
イ
ツ
語
の
家
庭
教
師
を
物
色
す
る
た
め
、
彼
の
授
業
を
見
に
来
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
合
格
し
て
採
用
と
な
り
、
夏
に
は
北
軽
井
沢
の
野
上
家
の
別
荘
に
出
か
け
て
、
家
庭
教
師
の
み
な
ら
ず
、
薪
割
法
政
騒
動
が
「
喧
嘩
両
成
敗
」
の
形
で
終
わ
り
、
野
上
派
も
復
帰
し
て
一
段
落
を
見
た
の
ち
、
安
倍
能
成
の
世
話
で
朝
鮮
に
わ
た
り
、
総
督府付属の鉱山専門学校で教えた。戦後帰国後は、しばらく北海道に帰ったのち、早稲田大学、芝浦工大（のち六八年、
法政を定年退職後に理事）、千葉大学等の講師を経て、一九五八年、法政大学第二教養部（ドイツ語）に復職し、学生部
長、第二教養部長などもつとめた。その問、学生部長をしていた一九六○年六月十六日未明（前夜、国会構内で樺美智
子
死
亡
）
機
動
隊
に
蹴
散
ら
さ
れ
て
法
大
構
内
に
逃
げ
込
ん
で
き
た
他
大
生
も
含
む
学
生
た
ち
の
た
め
に
、
五
二
番
教
室
を
開
放
し
、
生
協に味噌汁と握り飯を無料提供させたということがあった。森田草平、関口存男、桝田啓三郎らとは終生、親密な交際
が
あ
り
、
戦
後
出
版
の
関
口
の
ド
イ
ツ
語
文
法
の
本
の
校
訂
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
り
、
風
呂
焚
き
等
、
書
生
の
仕
事
も
し
た
と
い
う
。
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う
も
の
ｌ
を
ネ
タ
に
、
秋
山
雅
之
介
学
長
事
務
取
扱
が
右
翼
団
体
か
ら
脅
迫
を
受
け
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
、
そ
の
責
任
を
取
ら
名原広三郎が、予科「教授会の統制を素」したとして解職されるにいたった事情は前述の通りだが、平貞蔵の
場
合
は
、
二
年
前
の
大
学
派
遣
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
さ
い
の
私
行
Ｉ
前
掲
の
大
村
八
郎
「
法
政
大
学
お
家
騒
動
の
真
相
」
に
よ
る
と
、
平
図書館長ポストは空席となる。）
ただ、野上のパーソナリティーには、家父長的な権威主義（およびその反面としての温情主義）と結びついた、い
わば三スタブリッシュメント」臭を感じさせるものがあり、それへの反発が、「官僚的」な「野上専制」打倒と
いうスローガンとなってあらわれた面があるようである。それに対して、「固定するのを嫌がるタイプ」と自らを
規定する藤田（同前ヒアリング）には、一種アナーキスティックな「左翼的」心情と結びついた、「すべての権力
をソヴィエトへ！」式の「自治」への願望ヨンミューン幻想）が、下意識のうちに流れていたのかもしれない。
｜｜｜郎の両教授の解職が公表された。（このとき、平貞蔵の図書館長職も解嘱となり、翌年二月、田部重治が就任するまで、
だから。
藤田栄と野上豊一郎の個人的な人間関係のもつれ（および、森田草平と野上、森田と内田百間、関口存男と内田らの
間
の
そ
れ
）
に
つ
い
て
立
ち
入
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
当
時
の
法
政
大
学
が
抱
え
込
ん
で
い
た
構
造
的
矛
盾
に
あ
る
の
の友人と結婚したフランス人女性が、夫に捨てられて困っていたのを、親切から面倒を見ているうちに、関係が生じたとい
ｌ
予
科
教
授
ら
四
十
四
名
の
解
職
そして一九三一一一年九月から、「騒動」は笛
（
５
）
平
貞
蔵
・
名
原
広
三
郎
の
解
職
ｌ
野
上
退
陣
を
求
め
る
全
学
ス
ト
ラ
イ
キ
の
動
き
は
第
四
の
局
面
に
入
る
。
夏
休
み
明
け
で
登
校
し
た
学
生
た
ち
に
、
平
貞
蔵
と
名
原
広
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れ
た
細
川
侯
の
財
力
に
よ
っ
て
財
政
問
題
も
解
決
で
き
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
っ
た
ｌ
な
ど
を
含
め
て
、
す
べ
て
は
理
事
・
学
監
・
予
科
長
を
兼
ね
て
い
る
「
野
上
専
制
」
の
責
任
問
題
だ
と
し
て
、
野
上
に
辞
任
を
求
め
る
運
動
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
の
後
半
に
入
る
と
、
藤
田
栄
・
真
鍋
五
郎
・
村
山
英
太
郎
ら
が
、
大
学
部
英
文
科
、
独
文
科
、
仏
経
済
科
、
そ
し
て
予
科
の
教
室
で
学
生
を
煽
動
し
は
じ
め
、
や
が
て
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
に
入
る
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
野
上
退
陣
を
求
め
て
全
学
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
ろ
う
と
す
る
動
き
も
出
て
き
た
。
評
議
会
で
は
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
森
田
草
平
・
小
山
龍
之
輔
・
田
部
重
治
ら
が
、
野
上
に
予
科
長
だ
け
で
も
退
任
す
る
よ
う
求
め
、
井
本
ら
も
一
時
そ
れ
に
同
調
す
る
な
ど
の
動
き
が
あ
っ
た
。
＊
田
部
重
治
（
一
八
八
四
’
’
九
七
一
一
）
は
富
山
県
生
れ
。
旧
姓
南
曰
。
南
曰
家
の
三
男
で
、
長
兄
は
英
学
者
の
南
曰
恒
太
郎
、
次
兄
は
ハ
ー
ン
研
究
家
の
田
部
隆
次
。
囚
高
を
経
て
東
京
帝
大
英
文
科
に
入
学
。
明
治
四
十
一
年
卒
業
。
同
四
十
五
年
か
ら
東
洋
大
学
に
奉
職
し
、
一
九
そ
れ
に
加
え
て
い
ま
だ
に
学
長
ポ
ス
ト
が
空
席
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
問
題
ｌ
そ
の
前
年
、
野
上
と
平
貞
蔵
ら
が
一
緒
に
な
っ
て
、
細
川
護
立
侯
爵
を
学
長
に
担
ぎ
出
そ
う
と
し
て
失
敗
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
旧
熊
本
藩
主
の
跡
継
ぎ
で
文
化
、
学
術
に
理
解
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
同
じ
こ
ろ
、
校
地
に
隣
接
す
る
元
済
生
会
病
院
の
跡
地
（
現
在
の
逓
信
病
院
の
場
所
、
七
千
坪
余
）
に
「
士
地
売
払
」
の
立
札
が
立
っ
て
、
な
ぜ
こ
こ
を
買
収
し
て
、
手
狭
に
な
っ
た
校
地
問
題
の
解
決
を
図
ら
な
い
の
か
、
と
学
生
・
校
友
が
騒
ぎ
出
し
た
。
（
「
法
政
大
学新聞」’九三一一一・九・一一八。同記事によると、その一一、一一一年前から岡村玉造理事を中心に、同地買収の意向はあったのだ
が
、
い
か
ん
せ
ん
前
述
の
財
政
事
情
の
も
と
で
、
そ
の
た
め
の
百
万
円
余
の
資
金
が
調
達
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
。
）
しかし両名は、学生に人気のある「革新」性にも富んだ教授であって、「無能教授、老朽教授」とは正反対の印
象
を
与
え
て
い
た
か
ら
、
こ
の
処
分
は
「
反
野
上
」
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
両
名
を
誠
首
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
「
野
上
専
制
」
に
よ
る
「
横
暴
」
で
あ
る
と
受
け
取
ら
れ
た
。
された形であった。
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次
い
で
演
説
し
た
が
、
野
上
の
演
説
に
は
野
次
が
飛
び
、
れ
た
予
科
学
生
大
会
の
模
様
は
、
井
本
日
記
を
引
こ
う
。
ｌ
し
か
し
こ
れ
以
後
の
具
体
的
な
経
緯
に
つ
い
て
の
詳
細
住
昭
和
九
年
Ｅ
月
付
の
秋
山
雅
之
介
学
長
名
に
よ
る
文
書
「
経
過
報告」と、それに対する同年二月十五日付の「罷職教授団」名による反駁文書「昭和八年十一月より昭和九年一
月までの法政大学の事件」（いずれも「法政大学史資料集第十二集』所収）、および前掲「井本健作自省録」「野上弥
生
子
曰
記
」
等
に
よ
っ
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
．
以
下
で
は
推
移
の
大
筋
の
み
を
整
理
し
て
お
く
．
Ｉ
十一月三十曰、予科生を集めての学校当局側の説明集会があり、井本健作、野上豊一郎、岡村玉造の一一一名が相
い
で
演
説
し
た
が
、
野
上
の
演
説
に
は
野
次
が
飛
び
、
学
生
は
岡
村
の
演
説
に
喝
采
を
送
っ
た
。
つ
い
で
翌
十
二
月
一
日
に
開
か
解散。」
は潰してしまっても惜しからずと思はる。遂に野上氏排斥他、九ケ条の要求を決議して学長〔十一月二十八日、秋山雅
之介学長事務取扱は、学長に就任した〕に迫る。学長困惑して、第一条〔野上排斥〕につき考慮を約す。十二時過漸く
典。 ウオルター・・ヘーター研究の草分けで、その主著の翻訳「文芸復興」のほか、コイターの作品と思想」がある。英文
学者としては他に「中世欧州文学史」など。登山家および山岳文学者としても草分け的存在で、大正八年刊の「日本ア
ルプスと秩父巡礼』（のち「山と渓谷」と改題）は、山を神聖なものと見て、山によって人生を考える、山岳紀行文の古
長
◎ 
五九年の定年まで在職。その間、大正十一年より一九四一一年まで、法政大学教授。一九三四～四○年、法政大学図書館
「午前九時第二講堂にて学生大会。真に烏合の衆といふ感を抱かしむ。浅間しさ、みにくさ、言語に絶す。こんな学校
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村
山
英
太
郎
の
講
師
三
名
に
対
し
て
も
、
十
一
＊井本健作（’八八一一一’一九六四（｜
｜年、東京帝大哲学科（美学）卒。
に
も
従
事
（
種
田
山
頭
火
は
山
口
中
学
（
学
校
に
勤
め
な
が
ら
創
作
を
つ
づ
け
る
。
内容であった。
こ
れ
で
一
件
落
着
か
と
思
わ
れ
た
が
、
翌
二
十
七
日
に
発
送
さ
れ
た
井
本
健
作
学
生
主
事
の
父
兄
保
証
人
宛
文
書
の
中
に
、
「
今
回
の紛騒は本学の教職に在る数氏が学生運動を使喉誘発したるもの」云々とあるのを見た森田草平が、岡村理事の
ところにねじ込み、今自分が辞職すれば、この井本文書の文一一一一口を一裏書して、運動使唯者としての責任を取ったか
の
観
を
呈
す
る
か
ら
、
辞
表
を
撤
回
し
た
い
と
申
し
出
た
。
そ
れ
を
岡
村
お
よ
び
秋
山
学
長
ら
各
理
事
も
受
容
れ
て
、
こ
こ
に
事
態
は再び逆転することになった。すなわち、皆川調停は破棄されて、十一一月三十一曰、森田への処分は保留のまま、
野
上
の
み
に
対
し
て
、
学
監
と
予
科
長
を
解
嘱
し
、
さ
ら
に
教
授
を
休
職
と
す
る
処
分
が
発
令
さ
れ
た
。
（
な
お
、
藤
田
栄
、
真
鍋
五
郎
、
そ
の
後
、
学
長
お
よ
び
岡
村
と
野
上
の
間
、
ま
た
森
田
の
問
に
、
何
度
か
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
が
、
十
二
月
二
十
六
日
夜
、
皆
川正禧を仲介者として、秋山学長と野上豊一郎の問で（岡村玉造と山崎静太郎も立会う）、学長の名詞に記したメモ
を
条
件
と
す
る
調
停
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
野
上
が
学
監
と
予
科
長
を
辞
任
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
森
田
草
平
の
予
科
お
よ
び
文
学
部
の
教
授
を
辞
任
せ
し
め
、
小
山
龍
之
輔
の
高
等
師
範
部
長
お
よ
び
商
業
学
校
長
の
辞
職
も
追
っ
て
考
慮
す
る
、
と
い
う
大正九年（’一一十八歳）、法政大学予科教授に就任。大正十五年からは学生監、学生主事（今の学生部長に相当）として
も
十
年
余
つ
と
め
る
。
誠
実
な
人
柄
と
無
私
の
熱
血
漢
ぶ
り
か
ら
、
対
立
双
方
の
側
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
九
三
八
年
予
科長、’’’九年法政第一一中学校（現、一一高）初代校長。戦後も図書館長（一九四五年七月～’九五一一年三月）、監事、野上
昭師三名に対しても、十二月二十七曰付で依願解嘱が発令された。）
（
’
八
八
一
一
一
’
一
九
六
四
（
口
絵
写
真
⑳
）
）
は
山
口
県
の
中
農
の
三
男
に
生
れ
、
山
口
中
学
、
山
口
高
校
を
経
て
、
明
治
四
十
歩帝大哲学科（美学）卒。千葉成田中学へ赴任。かたわら、旧姓の青木健作の名で多くの小説を発表し、句作
（
種
田
山
頭
火
は
山
口
中
学
の
同
級
生
）
。
小
説
が
夏
目
漱
石
お
よ
び
森
田
草
平
に
認
め
ら
れ
、
大
正
四
年
、
上
京
。
日
本
大
学
中
＊ 
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｜
月
十
一
日
の
授
業
開
始
曰
に
、
井
本
健
作
、
山
崎
静
太
郎
、
佐
藤
利
吉
、
内
田
栄
造
、
太
田
悌
蔵
、
大
場
実
冶
亘
上
、
教
授
）
、
為光直経、広田道太郎（以上、講師）の予科教員人名に解嘱通知があった（井本は学生主事も解嘱）。同時に、予科
教
授
会
規
程
廃
棄
が
通
達
さ
れ
た
。
同
夜
、
山
崎
宅
に
三
十
八
教
授
が
集
合
し
、
｜
議
に
及
ば
ず
、
か
ね
て
取
り
ま
と
め
て
い
た
辞
表
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
十
二
曰
払
暁
、
山
崎
が
四
十
四
名
の
辞
表
を
秋
山
学
長
宅
に
持
参
し
、
提
出
し
た
。
そ
れ
を
う
け
て
岡
村
事
務
総
長
は
秋
山
学
長
の
名
で
、
解
職
人
教
授
以
外
の
三
十
六
名
各
個
に
、
そ
の
意
中
を
聞
い
て
善
処
す
べ
く、十三日中に出校するよう通知したが、ひとりも出校せず、十四日午後七時、左記の予科（および経済学部）教
授二十四名、予科講師十一一名、計一一一十六名の依願解嘱の辞令が、学生のいない学生控室に掲示された。
岩
田
良
吉
、
片
山
敏
彦
、
大
井
征
、
入
江
直
祐
、
奥
脇
要
一
、
田
代
三
千
稔
、
中
島
精
一
、
滴
下
龍
太
郎
、
栗
原
元
吉
、
林
達
夫
、
新
城
和
一
、
豊
島
与
志
雄
、
木
村
太
郎
、
茅
野
正
吉
、
秋
山
薫
、
河
東
消
、
小
田
切
米
作
、
境
野
正
、
星
野
日
子
四
郎
、
藤
原
静
一
、
寺
内
淳
二
郎
、
た
か
ら
、
今
回
の
野
上
に
対
す
る
一
方
的
処
分
は
、
予
科
教
授
会
規
程
の
明
白
な
無
視
で
も
あ
っ
た
。
）
置
を
不
当
と
し
て
、
結
束
し
て
辞
表
を
取
り
ま
と
め
、
山
崎
静
太
郎
の
手
に
預
け
た
。
（
な
お
、
二
年
前
に
出
来
た
予
科
教
授
会
規
程
に
、
予
科
長
の
進
退
は
予
科
教
授
会
の
議
を
経
る
こ
と
を
要
す
と
さ
れ
、
ま
た
、
教
員
の
進
退
は
予
科
教
授
会
常
置
委
員
会
の
審
議
事
項
に
な
っ
て
い
記
念
能
楽
研
究
所
の
初
代
所
長
等
を
歴
任
。
晩
年
ま
で
謡
曲
を
愛
好
し
、
俳
文
学
研
究
を
つ
づ
け
た
。
年
が
明
け
て
一
九
三
四
年
一
月
四
日
、
本
郷
仏
教
青
年
会
館
で
開
か
れ
た
予
科
教
授
団
の
会
合
で
、
四
十
五
名
が
野
上
の
休
職
措
秋
田
玄
務
、
石
橋
元
一
、
川
上
多
助
、
佐
藤
春
夫
、
喜
多
野
精
一
、
山
口
等
樹
、
井
上
当
蔵
、
戸
坂
潤
、
田
中
美
知
太
郎
、
谷
川
徹
一
一
一
、
森
村
豊
、
本
多
顕
彰
（
以
上
、
予
科
講
師
）
多
田
基
、
鄭
審
一
（
以
上
、
予
科
教
授
）
、
小
西
憲
三
（
経
済
学
部
教
授
）
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し
か
し
、
三
月
の
維
持
員
会
で
寄
付
行
為
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
あ
た
り
か
ら
、
ふ
た
た
び
風
向
き
が
変
わ
り
、
「
森
田
体
制
」
も
三
日
天
下
で
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
野
上
派
が
朝
日
新
聞
、
帝
大
新
聞
、
中
央
公
論
、
文
芸
春
秋
等
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
制
し
た
形
に
な
っ
た
こ
と
、
弥
生
子
曰
記
に
散
見
す
る
よ
う
な
大
学
の
顧
問
格
の
長
老
や
文
部
省
筋
へ
の
工
作
が
一
定
の
成
功
を
見
た
こ
平
田
喜
一
孚
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
事
件
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。
一
時
は
森
田
草
平
が
学
長
室
に
陣
取
り
、
藤
田
栄
が
そ
の
傍
ら
に
学
監
の
よ
う
な
姿で控えて（前掲座談会、藤田発言）、｜月一一十日から一週間の問に、先のような計四十四人の予科教員の補充人事
が発表された。人選は表向き、岡村玉造（事務総長）・松本潤一郎（文学部教授）・田部重治（文学部教授）・木村亀
二（法学部教授）・錦織理一郎（経済学部教授）・関口存男（文学部教授）で構成される「予科教授臨時錐衡委員会」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
実
質
は
森
田
、
藤
田
ら
の
三
リ
シ
ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ
」
が
取
り
仕
切
り
、
ま
た
彼
ら
の
「
学
校
改
革
」
の
主
張
に
共
鳴
し
て
い
た
三
木
清
の
助
力
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
発
表
さ
れ
た
講
師
の
中
に
は
、
登
張
信
一
郎
（
竹
風
）
、
平田喜一（禿木）、十一谷義三郎らの名士のほか、桝田啓一｜一郎、末吉寛、藤原定ら法政出身文学士六名の新人も加
（
６
）
森
田
体
制
の
「
三
日
天
ｌ
野
上
派
の
復
帰
金子武蔵（教授）、名原広三郎（教授、復職）、河野正通（講師、以下同）、吉竹好孝、竹沢啓一郎、森田幸吉、澤田謙、
寺西武夫、十一谷義三郎、平田喜一、河盛好蔵、川口篤、淀野隆三、高山峻、田頭敏、士屋文吾、矢野常有、石中象一一一、
芳賀檀、登張信一郎、川村義雄、田代光雄、桝田啓三郎、末吉寛、長屋喜一、下地寛令、速水敬二、松尾聡、藤川忠治、
木本通房、長沢武夫、七里重恵、山本義三、藤原定、田中増太郎、黒川龍一一一、中野勇、小野健人、田部重治、藤崎実、
那
珂
通
二
郎
、
海
江
田
進
、
山
内
義
雄
、
渡
部
政
喜
「
三
日
天
下
」
ｌ
校
友
常
務
理
事
三
名
の
就
任
ｌ
小
山
松
吉
総
長
就
任
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任
し
、
そ
の
中
か
ら
岡
村
、
原
、
今
泉
が
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
三月一一日の寄付行為改正によって、理事が五名から七名に増員され、さらに四月一一日、常務理事制が新設され
て、理事の互選によって三名以内の常務理事が選出されることになった。それをうけて四月以後、秋山雅之介、
小山松吉、岡村玉造の旧来の理事のほかに、今泉国太郎、原夫次郎、上林敬次郎、小野武夫があらたに理事に就
任
し
、
そ
の
中
か
ら
岡
村
、
原
、
今
泉
が
常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
、
財
務
・
庶
務
を
岡
村
が
、
学
務
を
原
が
、
企
画
・
就
職
を
今
泉
＊原夫次郎（一八七五’一九五三）は、島根県生れ。明治一一十九年、和仏法律学校卒。弁護士となったが、同四十一年か
ら
五
年
間
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
大
学
法
科
、
パ
リ
大
学
大
学
院
を
終
え
て
帰
国
し
た
。
以
後
、
東
京
地
裁
、
東
京
控
訴
院
各
検
事
を
経
て
司
法
大
臣
秘
書
官
、
総
理
大
臣
秘
書
官
、
法
制
局
参
事
官
を
歴
任
、
退
官
し
て
政
界
に
入
っ
た
。
大
正
九
年
以
来
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
八
回
、
民
政
党
の
長
老
と
し
て
党
総
務
、
’
九
三
四
年
、
岡
田
啓
介
内
閣
の
司
法
政
務
次
官
な
ど
を
つ
と
め
た
。
一九一一一一一’三一一一年、および一九一一一六’一一一七年、法政大学校友会長。第二次大戦後、追放処分にあったが、一九四七年よ
り
二
年
間
、
初
代
公
選
島
根
県
知
事
に
当
選
し
た
。
仏
文
著
書
『
日
本
の
新
刑
事
政
策
』
が
あ
る
。
＊＊小野武夫（’八八三’一九四九）（口絵写真⑭）は、大分県大野郡百枝村（現一一一重町）に生れ、明治一一一十四年、大分県
立農学校を卒業後、高等小学校代用教員、日露戦争出征（陸軍歩兵少尉）、東京帝大農場見習生、農商務省雇などを経て、
明
治
四
十
五
年
、
法
政
大
学
専
門
部
政
治
科
卒
業
。
大
正
二
年
か
ら
六
年
ま
で
帝
国
農
会
、
九
年
ま
で
海
外
興
業
株
式
会
社
調
査
部
、
つ
い
で
大
正
十
三
年
ま
で
農
商
務
省
嘱
託
。
こ
の
時
期
に
石
黒
忠
篇
の
知
遇
を
得
、
永
小
作
権
の
調
査
研
究
に
従
事
、
小
作
制
度
調
査
会
へ
の
報
告
書
「
永
小
作
論
』
（
大
正
十
三
年
）
に
よ
っ
て
学
界
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
こ
の
研
究
の
副
産
物
で
あ
る
『
郷
士
制
度
の
研
究
」
に
よ
り
、
同十四年、東京帝国大学から農学博士の学位を授与された。翌十五年、法政大学経済学部講師に就任。’九三○年、「社
会
経
済
史
学
会
」
の
創
立
に
参
加
し
理
事
、
翌
一
九
三
一
年
、
法
政
大
学
経
済
学
部
教
授
。
と
、
さ
ら
に
中
野
勝
義
、
布
川
角
左
衛
門
、
中
川
秀
秋
ら
の
若
手
」
要
す
る
に
野
上
派
の
巻
き
返
し
が
効
を
奏
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
と
、
さ
ら
に
中
野
勝
義
、
布
川
角
左
衛
門
、
中
川
秀
秋
ら
の
若
手
校
友
を
通
し
て
学
生
間
に
も
勢
力
を
拡
大
し
て
い
つ
た
こ
と
等
、
０ 
113 
Hosei University Repository
小
野
武
夫
は
、
戦
後
の
法
政
大
学
で
「
軍
国
主
義
教
授
追
放
、
学
園
民
主
化
」
を
掲
げ
て
竹
内
賀
久
治
体
制
打
倒
に
立
ち
上
が
っ
た
学
生
た
ち
の
動
き
が
広
が
る
な
か
、
一
九
四
六
年
四
月
、
依
願
退
職
し
た
が
、
そ
の
後
も
「
土
地
制
度
史
学
会
」
の
前
身
「
土
地
制
度
史
料
保
存
会
」
の
会
長
な
ど
つ
と
め
た
。
日
本
農
業
史
・
農
村
史
、
ま
た
現
実
の
農
村
問
題
・
農
民
運
動
を
取
り
扱
っ
た
多
量
な
著
作
群
を
残
し
た
が
、
と
く
に
膨
大
な
量
の
地
方
史
料
の
発
掘
と
整
理
刊
行
ｓ
近
世
地
方
経
済
史
料
』
全
十
巻
、
「
日
本
農
民
史
料
聚
粋
』
全
十
一
巻
）
は
、
戦
後
の
日
本
農
業
史
研
究
の
土
台
と
な
っ
た
。
＊
 
注目すべきは、’一一名の常務理事に、いずれも校友が就任した｝」とである。それまでは、教員・校友がほぼ半々
で
理
事
を
占
め
る
と
い
う
の
が
慣
行
で
あ
り
、
ま
た
、
常
務
理
事
は
一
名
で
、
ち
ょ
う
ど
専
務
取
締
役
（
社
長
）
の
よ
う
に
、
学
長
の
別
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
建
議
案
（｜）理事会は大学維持発展の母胎、且大学最高執行機関なるが故に、理事は之を校友中より選任する事とし定員を七名と
す
る
こ
と
、
（
二
）
校
友
は
大
学
行
政
機
関
を
担
当
し
、
教
授
は
其
使
命
た
る
研
究
の
み
の
任
に
当
る
べ
き
事
は
、
他
の
大
学
を
み
る
も
当
然
＊
こ
れ
に
は
、
三
月
五
日
、
校
友
有
志
（
弁
論
部
出
身
者
）
が
組
織
し
た
昭
和
会
が
大
学
に
出
し
た
、
次
の
よ
う
な
「
大
学
改
革
に
関
す
る
建
議
案
」
と
「
進
言
書
」
の
影
響
も
あ
っ
た
。
同年十一月結成の「日本村治派同盟」（下中弥一一一郎・権藤成卿・橘孝三郎・風見章・辻潤・土田杏村・室伏高信など）
や、昭和研究会の萌芽となった日本青年館の農村研究会にも参加、さらに壮年団運動に加わるなど、当時のいわゆる農
本主義的「革新」の動きに学者の立場から協力した。また、一九三一一一年に矢吹一夫らが設立した「国策研究同志会」の
分科会、農村問題研究会に東畑精一、近藤康男、勝問田清一らと加わり、その分科会委員長をつとめた。この国策研究
同志会から発展した「国策研究会」（’九三七年設立）は、陸軍の統制派ｌ皇道派に比べれば相対的に合理的であった
と
い
わ
れ
る
ｌ
と
の
人
脈
的
つ
な
が
り
も
あ
り
、
後
世
か
ら
み
れ
ば
、
軍
部
の
政
治
へ
の
進
出
を
助
け
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
軍
部
の
台
頭
が
動
か
し
が
た
い
も
の
に
見
え
た
当
時
に
お
け
る
、
知
識
人
の
精
一
杯
の
抵
抗
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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学
問
の
こ
と
は
何
も
分
ら
な
い
癖
に
、
権
力
欲
は
一
人
前
以
上
待
ち
合
は
せ
て
い
る
老
人
連
と
来
て
ゐ
る
か
ら
改
革
派
の
意
を
迎
へ
て
、
｜
先
づ
派
の
団
結
を
く
じ
き
、
理
事
の
絶
対
権
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
」
谷
井
栄
治
「
法
政
大
学
を
解
剖
す
る
野
球
リ
ー
グ
戦
で
は
優
勝
し
た
が
：
．
」
騒
動
が
落
着
く
と
、
今
度
は
逆
に
改
革
派
を
抑
へ
、
四
十
七
士
の
中
最
も
叩
頭
振
り
の
鮮
か
だ
っ
た
連
中
を
帰
し
て
呉
越
同
舟
と
し
、
以
て
改
革
そ
れ
は
校
友
理
事
側
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
野
上
派
の
復
活
を
利
用
し
て
、
「
革
新
」
派
Ｔ
森
田
派
）
に
「
天
下
」
を
取
ら
せ
ず、自分たち非教員校友派が「漁夫の利」を得て、教員派（Ⅱ帝大派）から奪権できるという構図である。（「其程
『話」’九三五・九・一）
そ
し
て
野
上
派
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
ル
ー
ト
で
常
務
理
－
－
、
野
上
派
の
退
職
教
員
の
復
帰
を
は
か
っ
て
ゆ
く
。
昭
和
九
年
三
月
五
日
法
政
大
学
々
長
秋
山
雅
之
介
殿
法
政
大
学
維
持
員
会
御
中
進
言
書
、本大学統制上最高執行機関として、総長、学長、学務理事、事務理事、企画理事、他三名の理事制を確立せられたし
採用する事。
の事なり、相互協力して各々其機能を発揚すべし、（三）一人一役以上を持つ事は、必然的に将来或勢力を作るが故に、
校友教授共原則として一人一役たるべし、（四）研究室を充実し、助手制度を確立する事、原則として卒業生より教授を
九
三
四
年
五
月
に
な
る
と
、
秋
山
雅
之
介
学
長
が
病
床
に
就
い
て
学
長
を
辞
任
し
、
水
町
袈
裟
六
が
総
長
（
寄
付
行
為
改
正
に
よ
右
進
言
仕
候
也さ
ま
ざ
ま
の
ル
ー
ト
で
常
務
理
事
の
原
と
今
泉
に
働
き
か
け
ｌ
い
い
か
え
れ
ば
、
岡
村
玉
造
を
押
さ
え
込
ん
で
法
政
大
学
昭
和
会
会
長
石
森
勲
夫＊ 
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法律学校明治三十四年卒。公証人）が後任に任ぜられた。
って学長を改称）に就任する。しかし、｜ヵ月後に水町も病没。七月十曰の理事会で小山松吉が後任総長に選任さ
れ
た
。
小
山
は
、
同
月
三
日
の
帝
人
事
件
で
総
辞
職
し
た
斎
藤
実
内
閣
の
司
法
大
臣
を
辞
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
し
か
も
同
じ
政
変
で
、
原
夫
次
郎
が
岡
田
啓
介
内
閣
の
司
法
政
務
次
官
に
就
任
し
た
た
め
、
原
は
常
務
理
事
を
辞
し
、
代
わ
っ
て
佐
竹
已
之
松
（
和
仏
＊
＊
小
山
松
吉
（
一
八
六
九
’
一
九
四
八
）
（
口
絵
写
真
⑳
）
は
、
茨
城
県
水
戸
の
生
れ
、
明
治
二
十
五
年
独
逸
学
協
会
学
校
専
修
科
卒
。
翌
年
判
検
事
登
用
第
一
回
試
験
に
及
第
、
司
法
官
試
補
。
一
一
十
九
年
検
事
と
な
り
熊
本
、
長
崎
、
東
京
各
区
裁
判
所
に
勤
務
。
三
十
四
年
判
事
に
転
じ
長
崎
地
方
裁
判
所
、
同
控
訴
院
各
判
事
、
同
地
方
裁
判
所
部
長
を
歴
任
。
三
十
九
年
検
事
に
復
任
し
東
京
控
訴
院
検
事
、
神
戸
地
方
裁
判
所
検
事
正
、
長
崎
控
訴
院
検
事
長
等
を
経
て
、
大
正
六
年
大
審
院
検
事
。
同
十
年
判
検
事
登
用
試
験
弁
護
士
試
験
各
委
員
長
、
会
計
検
査
官を兼任。同十三年鈴木喜三郎の後をうけて検事総長となり、以来在職八年に及んだ。一九一一一一一年斎藤実内閣の司法大
臣
、
翌
年
「
司
法
赤
化
事
件
」
の
責
任
を
取
っ
て
辞
表
を
出
し
た
が
、
天
皇
の
沙
汰
で
留
任
。
一
九
三
四
年
官
を
辞
し
て
貴
族
院
議
員
に
勅
＊水町袈裟六（一八六四’’九三四）（口絵写真⑮）は、佐賀藩士の次男に生れ、明治一一十一一年、帝国大学法科大学仏法
科卒。大蔵省に入り、同省参事官、税務監督官を歴任。一一一十年、法学博士。二十二年からこの年まで、富井政章からの
依
頼
で
和
仏
法
律
学
校
講
師
と
し
て
民
法
財
産
編
等
を
担
当
。
三
十
一
年
、
経
済
状
況
視
察
の
た
め
欧
州
出
張
、
帰
国
後
、
大
蔵
大
臣
秘
書
官
兼
学
習
院
教
授
。
三
十
六
年
大
蔵
省
理
財
局
長
、
四
十
年
大
蔵
次
官
。
四
十
四
年
退
官
後
、
日
本
銀
行
総
裁
兼
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
。
大
正
九
年
臨
時
財
政
調
査
会
委
員
。
こ
の
年
の
法
政
大
学
教
員
一
覧
に
は
、
講
師
、
維
持
員
と
し
て
名
前
が
あ
る
。
同
十
三
年
会
計
検
査
院
長
。
一
九
二
九
年
来
枢
密
顧
問
官
。
ロ
ン
ド
ン
条
約
案
精
査
委
員
、
満
州
国
財
政
顧
問
等
も
兼
任
。
富
井
政
章
、
梅
謙
次
郎
、
松
室
致
以
来
の
本
学
フ
ラ
ン
ス
法
学
の
伝
統
を
継
ぐ
存
在
と
し
て
、
財
政
能
力
を
も
期
待
さ
れ
て
の
法
政
大
学
法
政
大
学
に
は
大
正
十
年
学
監
と
し
て
就
任
、
講
師
と
し
て
は
刑
事
訴
訟
法
、
刑
事
法
演
習
、
法
学
通
論
等
を
担
当
、
大
正
十
三
年
か
ら
教
授
。
’
九
三
一
年
、
松
室
致
死
去
後
の
後
任
と
し
て
理
事
に
な
っ
て
い
た
。
司
法
官
在
任
中
は
幸
徳
事
件
、
朴
烈
、
虎
の
門
、
桜
田
門
の
官
を
兼
任
。
同
十
三
年
鈴
木
喜
三
郎
の
後
を
》
臣
、
翌
年
「
司
法
赤
化
事
件
」
の
責
任
を
取
一
選
さ
れ
、
つ
い
で
法
政
大
学
総
長
と
な
っ
た
。
総
長
就
任
で
あ
っ
た
が
、
思
い
も
か
け
ぬ
急
逝
と
な
っ
た
。
＊
＊
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授を解職す」という見出しで報じ、同じく十日の『帝国大学新聞』は「法政の動揺森田教授退くこれで予科騒動両成敗」
利
吉
ら
、
残
る
野
上
派
人
名
も
予
科
講
師
に
復
世話で朝鮮に去った。）さらに一九三五年に入ると、一月に井本健作が学生主事に復帰し、多田基、大井征、佐藤
と報じた。）
そして九月十五日、野上派の井本健作、太田悌蔵、大場実治、為光直経、広田道太郎、奥脇要一ら二十一一名が、
予科講師に復帰する。（同時に、藤田栄、真鍋五郎、村山英太郎も抱き合わせで復帰。もっとも藤田はまもなく安倍能成の
これらの新たな大学首脳陣のもとで、まず一九一一一四年八月二十五日、森田米松（草平）が休職になり、ついで
八月三十日、小山龍之輔が予科長を解嘱になった（総長小山松吉が予科長事務取扱を兼任）。いわゆる「喧嘩両成敗」
し
合
い
を
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
と
い
う
の形になったわけである。（九月七日の『朝曰新聞』朝刊は「法政騒動喧嘩両成敗小山教授の予科長を剥奪し森田教
＊中野勝義（’九○四’一九六○）（口絵写真⑰）は、北海道上川郡東旭川村に生れ、旭川中学校を経て、大正十三年法
政
大
学
予
科
に
入
学
、
’
九
三
○
年
法
文
学
部
仏
法
科
卒
。
在
学
中
に
「
法
政
大
学
新
聞
』
創
刊
お
よ
び
航
空
研
究
会
（
会
長
内
田
百
間
）
設立の中心となる。そのころ、布川角左衛門（’九二九年法文学部哲学科卒。岩波書店編集部長ののち栗田書店取締役、
＊
 
このような騒動の最終の幕引きをして辞職教授たちを帰す工作は、中野勝義が竹内賀久治１と国本社で最後の話
ど
が
あ
る
。
いわゆる「大逆」四事件の立会検事をつとめるなど、いわば松室致に近いところを歩いた形だが、しかし小山松吉は、
竹内賀久治、荒木貞夫、鈴木喜三郎らとともに、平沼喜一郎の「国本社」（「国本を固くし国体の精華を顕場する」こと
を目的とする「日本ファシズムの総本山」とも形容された団体）の理事であり、思想的にはむしろ反対の立場にあった。
司法省に思想検事を置くことを立案したのも彼だった。著書に『刑事訴訟法提要」「曰本精神読本」「名判官物語』な
（前掲座談会）。
帰した。
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（
７
）
竹
内
賀
久
治
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
の
成
立
と
リ
ベ
ラ
ル
派
の
残
存
竹内賀久怡（一八七五’’九四六）は、岡山県都窪郡白楽村（現倉敷市白楽町）に生れ、十七歳で上京し、陸軍教
導
団
を
経
て
陸
軍
士
官
学
校
を
出
た
。
し
か
し
任
官
直
前
に
上
官
と
衝
突
し
て
陸
軍
を
去
り
、
明
治
三
十
三
年
法
政
大
学
に
入
り
、
麻
布
中
学
の
体
操
教
師
や
岡
山
県
津
山
営
林
区
署
の
森
林
主
事
等
を
つ
と
め
な
が
ら
苦
学
力
行
、
法
律
を
学
ぶ
。
曰
露
戦
争
で
召
集
朝
日
新
聞
航
空
局
に
就
職
し
、
法
政
大
学
学
生
栗
村
盛
季
に
よ
る
軽
飛
行
機
「
青
年
曰
本
号
」
の
訪
欧
飛
行
（
一
九
三
一
年
五
’
七
月
、
羽
田
か
ら
シ
ベ
リ
ア
経
由
ロ
ー
マ
ま
で
、
飛
行
時
間
一
一
一
六
時
間
五
三
分
）
実
現
に
も
、
彼
の
協
力
が
大
き
か
っ
た
。
戦
中
は
大
日
本
飛
行
協
会
を
、
戦
後
は
失
職
し
た
航
空
関
係
者
の
た
め
の
社
団
法
人
「
興
民
社
」
を
設
立
。
同
社
傘
下
の
「
興
民
建
設
」
は
、
法
政
大
学
の
戦
後
復
興
に
さ
い
し
て
建
設
工
事
も
請
け
負
っ
た
。
ま
た
一
九
四
六
年
一
月
、
竹
内
賀
久
治
に
最
終
的
に
引
導
を
渡
し
て
、
野
上
豊
一
郎
総
長
を
実
現
さ
せ
た
の
も
彼
だ
っ
た
。
一
九
五
二
年
に
は
日
本
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
輸
送
会
社
（
社
長
美
士
路
昌
一
）
を
創
立
、
五
七
年
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
に
名
称
変
更
し
常
務
取
締
役
。
野
上
総
長
時
代
か
ら
大
内
兵
衛
総
長
時
代
に
か
け
て
、
一
九
四
六
’
五
七
年
理
事
と
し
て
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
が
、
六
○
年
十
一
月
十
六
日
搭
乗
の
自
社
小
型
機
が
帯
広
で
墜
落
し
五
十
六
歳
で
急
逝
。
多
田
基
、
大
井
征
ら
と
と
も
に
内
田
百
間
の
愛
弟
子
で
、
百
間
の
「
翠
仏
伝
」
「
い
す
か
の
号
歓
」
「
空
中
分
解
」
等
に
描
か
れ
る
。
野
上
弥
生
子
は
『
中
野
勝
義
の
追
憶
」
（
一
九
六
三
）
所
収
の
「
思
ひ
い
で
」
の
な
か
で
、
「
私
の
中
野
さ
ん
に
対
す
る
な
に
に
も
増
し
て
強
い
印
象
を
い
ふ
な
ら
ば
、
い
は
ゆ
る
「
私
学
出
」
な
る
人
物
の
最
も
卓
抜
な
典
型
だ
と
い
ふ
点
で
あ
る
。
あ
れ
ほ
ど
自
由
で
、
利
か
ん
坊
で
、
向
ふ
見
ず
で
、
場
合
と
相
手
で
は
わ
ざ
と
膳
曲
が
り
を
押
し
通
す
悪
童
ぢ
み
た
が
む
し
ゃ
ら
は
、
官
学
に
学
ん
だ
秀
才
連
に
は
真
似
の
で
き
な
い
見ずで、
ところ」
日本出版学会会長など。五一’六○年法政大学監事）、中川秀秋（’九二七年経済学部商業学科卒。戦中は機動部長等、
戦
後
は
復
興
局
長
、
施
設
部
長
等
）
と
と
も
に
、
法
政
三
羽
烏
と
い
わ
れ
、
法
政
騒
動
で
は
こ
の
一
一
一
人
が
野
上
派
若
手
校
友
の
中
心
と
し
て
働いた。
と語っている。
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前掲座談会では、竹内賀久治は藤田栄らが掲げた「法政第一主義」のナショナリズムに乗って、佐竹巳之松、原
夫次郎らと一緒に学内に入ってきた、と中野勝義が言い、藤田は、「僕のほうはまんまとやられた」と語っている。
し
か
し
中
野
ら
野
上
派
も
、
竹
内
の
手
を
借
り
て
辞
職
組
の
復
帰
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
状
況
は
か
な
り
悲
喜
劇的である。’九三一一一年四月には京大滝川事件も起こって、大学全体がファッショの嵐にさらされていた時期で
ある。法政の場合、権力による上からの介入という契機によるのでなく、「改革」を掲げる運動が、その内部抗争
を
通
じ
て
リ
ベ
ラ
ル
な
体
制
ｌ
藪
授
会
自
治
」
を
中
心
と
し
た
ｌ
を
み
ず
か
ら
崩
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
体
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
乗
り
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
、
突
入
後
の
一
九
四
二
年
六
月
に
は
、
大正七年に「法学志林」に出した論文「発明を論ず」が、同郷の平沼騏｜郎検事総長に認められる機縁となって、
以
来
、
平
沼
に
私
淑
す
る
。
翌
年
上
杉
慎
吉
を
中
心
に
東
大
生
た
ち
が
作
っ
た
反
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
学
生
団
体
「
興
国
同
志
会
」
に
参加、ついで大正十年に平沼中心に結成された軍人、司法官僚、財界人らの国家主義団体「辛酉会」の幹事とな
り、さらに同十一一一年、難波大助の摂政裕仁狙撃事件（虎の門事件）を契機に平沼を会長に結成されたデモクラシー
思想徹底排除の思想団体、「国本社」の理事となる。同社は一九三五年の天皇機関説事件で国体明徴運動の先頭に
立ったが、平沼が三六年枢密院議長に就任したため解散した。一一一七年の林銑十郎「祭政一致内閣」成立のさいには
竹内弁護士事務所が組閣本部の様相を呈したといわれる。そのような人物が、この「法政騒動」を機に大学経営に
乗り込んできたのである。そして三七年五月からは佐竹巳之松に代わって学務担当常務理事になり、太平洋戦争
さ
れ
少
尉
に
任
官
し
て
満
州
に
従
軍
し
た
が
、
病
気
の
た
め
内
地
に
送
還
さ
』
年、三十一一一歳で法政大学を卒業。四年後に弁護士試験に合格した。
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
い
に
法
政
大
学
総
長
に
就
任
す
る
。
病
気
の
た
め
内
地
に
送
還
さ
れ
、
ふ
た
た
び
営
林
区
署
に
戻
る
な
ど
し
て
明
治
四
十
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校友宛に出された次のような文書を掲載した。
と、および、経済学部教授会も同様に騒動の外に立ち、「教授会自治」を守ろうとしたこととならんで１次節でのべる戦
時思想統制に対する図書館の「抵抗」を可能にし、また、戦後の野上豊一郎を中心とした法政大学の「再建」を
も
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
野
上
派
の
（
内
田
百
間
ら
少
数
を
除
く
）
ほ
ぼ
全
員
が
復
帰
し
た
Ｉ
野
上
豊
一
郎
自
身
も
一
九
三
八
年
、
文
学
部
名
誉
教
授となり、さらに三九年、法文学部教授に復職。そして四一年には文学部長に就任、四一一年には評議員、四一一一年学監、四四
年
に
は
高
等
師
範
部
長
を
も
兼
任
す
る
に
い
た
る
’
こ
と
は
別
の
歴
史
的
文
脈
を
も
生
ん
だ
．
す
な
わ
ち
、
か
っ
て
の
法
政
黄
金
時
代
の
リ
ベ
ラ
ル
な
要
素
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
し
て
ゆ
く
体
制
の
も
と
に
お
い
て
も
残
存
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
ｌ
谷
川
徹
三
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
部
教
授
た
ち
が
「
予
科
の
騒
動
」
に
対
し
て
距
離
を
置
き
中
立
的
態
度
で
臨
ん
だ
こ
一九一一一五年三月二十日発行の『法政大学報」（校友会誌）第十四巻第一一・一一一号は、「我が法政大学は此度従来の所
謂消極緊縮策から脱却して、一三に積極能動の方針に一大転換を企て、学内外の発展拡張を立案」したと報じ、
法
政
大
学
拡
張
建
築
期
成
会
に
就
て
陳
者
我
が
法
政
大
学
は
創
立
以
来
現
在
に
至
る
迄
、
三
、
川
崎
木
月
の
予
科
校
舎
新
築
と
予
科
図
書
館
の
新
設
（予科長兼図書館長・井本健作）
幾
多
の
推
移
変
遷
有
之
候
も
本
学
の
誇
る
歴
史
的
伝
統
の
精
神
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と
質
実
剛
健
の
校
風
は
益
々
発
展
隆
昌
に
赴
き
今
や
私
立
大
学
中
に
於
て
も
特
異
の
存
在
と
し
て
学
界
に
認
識
せ
ら
れ
つ
ふ
あ
る
は
御
同
先
づ
は
右
御
依
頼
申
上
度
如
斯
御
座
候
敬
具
一、隣接士地買収費［壱千百坪］
二、校舎建築費［延坪数約千坪］
三、付属建築物［柔道、剣道、角力各道場等］及器具其他諸設備費
、
拡
張
建
築
計
画
基
金
募
集
額
参
拾
万
円
也
内
訳
崎木月予科校舎(空撮）
殊
に
最
近
に
於
て
は
新
総
長
を
戴
き
学
課
の
改
善
、
人
事
の
刷
新
を
図
り
学
内
の
施
設
亦
整
備充実し、学生の数約八千に垂んとするの盛況を示し、財政の基礎は一層葦固を加へ、
卒業生は毎年社会の各方面に進出活躍し就職率も他校を凌駕するの好成績を収め居り候
然
る
に
現
校
舎
は
御
存
知
の
如
く
全
学
生
生
徒
を
収
容
す
る
に
は
狭
陵
不
備
に
し
て
、
完
全
な
る
学
業
施
行
に
は
遺
憾
の
点
少
な
か
ら
ざ
る
実
情
に
有
之
、
況
ん
や
本
学
志
望
学
生
の
累
年
激
増
の
折
柄
、
校
舎
の
増
築
規
模
の
拡
張
は
現
下
の
緊
急
事
と
相
成
り
居
り
候
就
い
て
は
今
回
右
校
舎
拡
張
計
画
実
現
の
為
め
多
年
懸
案
た
り
し
隣
地
千
百
余
坪
を
買
収
し
、
新
校
舎
の
増
築
を
図
り
、
完
備
好
適
の
講
堂
、
教
室
、
研
究
室
を
建
設
し
、
尚
柔
道
、
剣
道
、
角
力
各
道場を建造可致、弦に法政大学拡張建築期成会の設立を企図し、如上の拡張計画基金
募
集
に
着
手
致
し
候
問
、
何
卒
右
の
趣
旨
御
諒
承
の
上
全
幅
の
御
賛
助
、
特
別
の
御
後
援
被
下
度
偏
に
御
願
申
上
候
慶
の
至
り
に
御
座
候
法
政
大
学
拡
張
建
築
期
成
会
拾
壱
万
円
也
拾
五
万
円
也
四
万
円
也
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総
合
運
動
場
を
も
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
しかしこの拡張計画は、直後の一九三五年四月一一十曰、東京横浜電鉄株式会社（社長五島慶太）より川崎市木月
地区の校地一万坪の寄贈を受けたことによって、大きく変更される事になった。寄贈された士地に加えて二万一一一
千
坪
を
木
月
に
借
地
し
て
、
そ
こ
に
予
科
を
移
転
し
、
そ
の
た
め
の
校
舎
を
新
築
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
同
地
に
こ
う
し
た
「
消
極
緊
縮
策
」
か
ら
「
積
極
拡
張
策
」
へ
の
転
換
」
おける「岡村常務理事挨拶」で次のように語られている。
＊
『
法
政
大
学
百
年
史
」
の
神
長
謙
五
郎
の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
玉
島
慶
太
が
若
い
こ
ろ
富
井
政
章
の
書
生
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
政
策
へ
の
転
換
を
画
す
る
時
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
様
の
お
力
に
拠
っ
て
、
学
校
自
体
の
財
政
状
態
は
、
す
こ
ぶ
る
健
全
に
し
て
強
固
、
実
に
立
派
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
此
上
過
去
の
拡
張
第一に内部の整理。第二には不用なる不動産の始末。其の他一一一一一の目標を立て上全精力を傾けて参りました。幸に一一
三
の
事
項
に
付
て
は
大
体
目
的
を
達
し
ま
し
た
が
、
時
節
柄
不
動
産
の
処
分
は
未
だ
充
分
に
始
末
が
出
来
ま
せ
ん
。
然
も
幸
な
事
に
は
皆
期
す
る
と
い
ふ
考
へ
で
△
「
曰
迄
母
校
に
働
い
て
居
る
者
で
あ
り
ま
す
。
何
し
ろ
我
が
大
学
は
前
々
学
長
の
恩
恵
に
依
り
ま
し
て
異
常
な
る
躍
進
、
拡
張
を
致
し
ま
し
た
が
、
不
幸
に
も
後
始
末
が
未
だ
完
了
し
な
い
内
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
由
来
何
人
と
い
へ
共
後
始
末
に
は
多
大
の
後
始
末
さ
へ
出
来
れ
ば
磐
石
だ
と
言
は
れ
ま
し
ょ
う
。
の
苦
心
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
そ
し
て
其
の
後
始
末
も
漸
次
緒
に
就
き
か
け
ま
し
た
の
で
、
今
曰
の
法
政
大
学
は
過
去
三
年
間
の
消
極
政
策
を
棄
て
坐
勇
進
し
て
積
極
私
は
明
治
三
十
三
年
の
卒
業
生
で
す
が
、
松
室
学
長
逝
去
の
後
選
ば
れ
ま
し
て
、
主
と
し
て
財
政
の
整
理
を
し
、
学
校
財
政
の
確
立
を
で
、
私
が
本
学
に
関
係
致
し
ま
し
て
三
年
間
は
、
其
当
時
の
事
情
に
鑑
み
ま
し
て
文
字
通
り
消
極
政
策
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
先
づ
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
同
誌
同
号
に
載
っ
て
い
る
校
友
会
地
方
委
員
会
に
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一九三八年九月、予科教頭井本健作が予科長に就任した。その年の予科図書費予算は一一千円であったが、同年
の
大
学
本
校
の
図
書
館
予
算
が
四
千
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
け
っ
し
て
少
な
い
額
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
予
科
図
書
館
長
も
兼
任
し
た
井
本
予
科
長
の
も
と
、
一
九
四
一
年
五
月
、
予
科
正
門
を
入
っ
て
右
側
の
池
の
ほ
と
り
に
平
屋
建
て
約
四
○
坪
、
閲
覧
者
一
三
○
名
を
収
容
す
る
予
科
図
書
館
が
落
成
し
た
。
そ
の
建
設
費
用
は
校
友
会
を
中
心
と
し
た
寄
付
金
が
充
て
ら
れ
、
図
書
費
も
一
一
万
図書館史（第四回）」
’九三八年九月、
た
だ
し
、
そ
れ
は
独
立
し
た
建
物
で
は
な
く
、
一
計課で、さらにその右隣の一室が充てられＬ
古
い
も
の
で
あ
っ
て
、
書
庫
も
独
立
し
て
お
ら
ず
、
て
蔵
書
全
部
を
学
生
に
見
え
る
よ
う
に
し
た
、
至
捧
一九三六年四月十六日、新築なった川崎校舎に予科が移転した（新校舎落成式は十月一一十五日）。鉄筋コンクリー
ト’一一階建て、中央に時計台の誉えた白聖の校舎であった。元住吉駅からあらたに舗装されたコンクリート道路を
歩
く
こ
と
約
一
○
分
、
桃
畑
と
麦
畑
の
真
ん
中
に
あ
っ
て
、
西
に
日
吉
台
を
望
み
、
晴
れ
た
曰
に
は
遥
か
に
富
士
の
秀
峰
を
箱
庭
の
景色のように眺めることのできる場所にあった（大井征「大学予科」、「法政大学八十年史」）。そこに予科図書館が新
設された。 のを
知
っ
た
児
玉
正
勝
法
学
部
教
授
（
大
正
十
年
和
仏
法
律
学
校
法
政
大
学
大
学
部
卒
、
一
九
二
九
年
教
授
）
の
奔
走
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
東
急
電
鉄
の
側
か
ら
し
て
も
、
東
横
線
の
乗
客
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
た
め
に
日
吉
の
土
地
を
無
償
供
与
し
て
お
り
、
む
し
ろ
採
算
の
合
う
話
な
の
で
あ
っ
た
。
の第４章６）。 物で
は
な
く
、
予
科
校
舎
の
正
面
玄
関
を
入
っ
て
、
右
側
に
予
科
教
務
課
、
そ
の
右
隣
が
庶
務
会
室
が
充
て
ら
れ
た
。
当
初
は
蔵
書
も
二
千
冊
足
ら
ず
、
そ
れ
も
大
部
分
は
本
校
か
ら
移
管
さ
れ
た
立
し
て
お
ら
ず
、
部
屋
の
片
隅
を
間
仕
切
り
し
て
粗
末
な
書
棚
を
並
べ
そ
の
片
面
に
網
を
張
っ
至極簡便なものであった（諏訪厳「予科図書館の新設」、酒井勇二「法政大学
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円が与えられたので、井本と諏訪がリュックサックを背負って神田、本郷、目白、池袋などの書店街を経巡って、
古
書
・
新
刊
書
を
買
い
あ
さ
り
、
図
書
の
充
実
を
計
っ
た
。
ま
た
、
広
い
閲
覧
室
の
ほ
か
に
、
書
庫
、
出
納
兼
事
務
室
、
さ
ら
に
第
二閲覧室ともいうべき教職員閲覧室が設けられた。ここには一○名内外のものが小会議もできる大テーブルが備
え
つ
け
ら
れ
て
、
図
書
館
の
機
能
運
営
を
十
二
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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